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昭
和
五
十
八
年
度

日

本

山

岳

会

通

常

総

会

定
款
の
一
部
改
正
を
承
認

新
副
会
長
に
山
田
二
郎
氏

総
会
の
司
会
は
総
務
担
当
の
神
崎
忠

男
常
務
理
事
。
佐
々
会
長
の
挨
拶
の
あ

と
、
ま
ず
定
款
三
十
三
条
の
在
籍
会
員

“
以
上
出
席
の
条
件
を
満
た
す
も
の
と

し
て
、
総
会
成
立
を
宣
言

（昭
和
五
十

八

ｏ
三

・
三
十

一
現
在
、
会
員
総
数
三

八
七
九
名
、
内
委
任

・
出
席
者
含
め

一

七
九
二
名
）、
会
務
報
告
に
入

っ
た
。

会
務
報
告
は
配
布
資
料
に
も
と
づ
い

て
行
わ
れ
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
昭
和
五
十

七
年
度
の
会
員
数
は
新
入
会
員

一
九
七

名
、
復
活
会
員

一
一
名
、
退
会

一
〇
名
、

物
故

一
九
名
、
除
籍
五
六
名
で
総
数
三

八
七
九
名

（名
誉
会
員
二
四
名
、
永
年

会
員
三
二
名
、
終
身
会
員
五
二
名
、
通

常
会
員
三
、
七
七

一
名
）
で
、
最
終
会

員
番
号
は
九
、
三
二
六
番
で
あ
る
。
な

お
こ
れ
を
地
方
と
東
京
別
で
見
る
と
、

地
方
会
員
は

一
七
六
四
名
、
東
京
近
在

が
二

一
一
五
名
と
な
っ
て
お
り
、
会
費

の
納
入
率
は
八
八

・
三
％
で
あ
る

（前

年
度
は
八
九

・
三
％
で
あ
り
、
や
や
低

下
）。
つ
い
で
物
故
者
の
氏
名

が
読
み

上
げ
ら
れ
、
黙
と
う
が
捧
げ
ら
れ
た
。

物
故
会
員
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

吉
川
春
寿
　
津
田
周
二
　
坂
本
直
行

津
田
栄
鶴
　
吉
村
俊

一　
脇
坂
　
誠

田
中
　
薫

柳
沢
幸
弘

三
階
堂
政
雄

熊
沢
正
夫
　
官
後
正
樹
　
白
石
慶
子

加
藤
保
男
　
小
林
利
明
　
陳
　
光
漢

小
林
昌
治
　
前
田
　
浩
　
朝
井

一
男

小
島
　
栄

続
い
て
定
款
二
十
九
条
に
従
い
、
佐

々
会
長
が
議
長
と
な
っ
て
、
議
案
の
審

議
に
入

っ
た
。
第

一
号
議
案
の
う
ち
、

昭
和
五
十
七
年
度
事
業
報
告
、
並
び
に

第
二
号
議
案
の
な
か
の
昭
和
五
十
八
年

度
の
事
業
計
画

（案
）
に
つ
い
て
は
、

伊
丹
紹
泰
総
務
担
当
常
務
理
事
が
文
部

省
に
提
出
す
る
資
料
に
も
と
づ
い
て
説

明
し
た
。
そ
の
詳
細
は
別
掲
の
通
り
で

あ
る
が
、
例
年
通
り
集
会
、
研
究
会
を

は
じ
め
多
彩
な
事
業
が
行
わ
れ
、
と
く

に
最
近
で
は
本
部
と
支
部
と
の
交
流
に

よ
る
事
業
の
増
加
と
、
海
外
か
ら
の
登

山
家
や
研
究
者
の
来
日
が
目
立

っ
て
い

る
。
本
会
の
海
外
登
山
と
し
て
は
学
生

部
の
中
国
天
山
山
脈
の
ボ
ゴ
ダ
峰
の
登

山
が
あ
げ
ら
れ
る
。
ボ
ゴ
ダ
峰
は
五
年

間
に
わ
た
っ
て
登
山
許
可
を
得

て
お

り
、
五
十
八
年
度
は
関
西
支
部
、
五
十

九
年
度
は
東
海
支
部
の
有
志
が
そ
れ
ぞ

れ
同
山
群
に
向
う
こ
と

に
な
っ
て

い

る
。
ま
た
、　
一
九
八
四
年
に
は
プ
レ
モ

ン
ス
ー
ン
期
に
カ
ン
チ
エ
ン
ジ

ユ
ン
ガ

の
縦
走
が
、
ネ
パ
ー
ル
と
合
同
で
行
わ

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
い
ま
の
若

手
に
よ
っ
て
そ
の
計
画
が
進
め
ら
れ
、

既
に
登
山
許
可
も
得
て
い
る
。

第

一
号
議
案
と
第
二
号
議
案
の
昭
和

五
十
七
年
度
の
収
支
決
算
、
財
産
目
録

並
び
に
昭
和
五
十
八
年
度
の
収
支
予
算

（案
）
に
つ
い
て
は
、
西
村
政
晃
財
務

担
当
常
務
理
事
が
説
明
し
た

（資
料
別

掲
）。
そ
の
概
要
は
、

ま
ず
昭
和
五
十

七
年
度
の
収
支
決
算
の

一
般
会
計
の
部

は
、
寄
付
金
等
エ
レ
ギ

ュ
ラ
ー
な
も
の

を
除
く
と
「
収
入
が
予
算
を
六
、
六
六

七
、
九
八
五
円
ほ
ど
上
ま
わ
り
、
逆
に

（社
）
日
本
山
岳
会
の
昭
和
五
十
八
年

度
通
常
総
会
は
、
五
月
二
十

一
日
（土
）

午
後
二
時
よ
り
、
東
京
都
千
代
田
区
九

段
北
四
ノ
ニ
ノ
二
十
五
の
私
学
会
館
の

二
〇
七
号
室
で
開
催
さ
れ
た
。

こ
の
総
会
で
は
、
昭
和
五
十
七
年
度

の
事
業
報
告
並
び
に
収
支
決
算
、
五
十

八
年
度
の
事
業
計
画
、
及
び
そ
れ
に
伴

う
予
算
案
な
ど
が
承
認
さ
れ
る
と
と
も

に
、
昭
和
五
十
八
年
―
五
十
九
年
度
の

理
事

・
評
議
員
、
昭
和
五
十
八
年
の
監

事
の
選
任
が
行
わ
れ
、
渡
辺
兵
力
副
会

長
の
任
期
満
了
に
伴

っ
て
、
新
副
会
長

に
山
田
二
郎
氏
が
就
任
し
た
ほ
か
、
役

員
増
員
に
関
す
る
定
款
の

一
部
改
正
が

承
認
さ
れ
た
。

な
お
、
総
会
終
了
後
、
引
続
い
て
恒

例
の
懇
親
会
が
同
館
の
二
〇
五
号
室
で

開
催
さ
れ
、
極
め
て
盛
会
で
あ
っ
た
。

以
下
は
総
会
と
懇
親
会

の
模
様

で
あ

る
。
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支
出
は
予
算
以
内
に
納
ま
り
、
結
論
的

に
は
三
、九
二
七
、
五
八
八
円
の
黒
字
で

終
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
主
な
理
由

は
、
入
会
者
が
予
定
よ
り
多
か
っ
た
り

会
費
収
入
が
順
調
で
あ
っ
た
た
め
で
あ

る
。
な
お
今
期
は
寄
付
金
収
入
が
三
五

〇
万
円
ほ
ど
あ
っ
た
が
、
そ
の
内
訳
は

「
日
本
登
山
集
成
」
発
行
に
伴
う
本
会

へ
の
謝
礼
金

一
〇
〇
万
円
、
同
編
集
顧

問
料
を
五
名
の
会
員
よ
り
五
〇
万
円
、

故
田
中
薫
会
員
の
遺
族
よ
り

一
〇
〇
万

円
、
故
榎
本
氏

（非
会
員
）
の
遺
族
の

よ
り
の

一
〇
〇
万
円
で
あ
る
。
こ
れ
は

理
事
会
の
決
議
に
よ
り
、
山
岳
会
の
将

来
の
た
め
長
期
計
画
準
備
積
立
金
に
組

入
れ
ら
れ
た
。
別
途
積
立
金
、
財
産
目

録
に
つ
い
て
も
別
掲
の
資
料
の
通
り
の

一

説
明
が
あ
っ
た
の
ち
、
太
田
監
事
が
適

一

正
と
認
め
る
旨
の
監
査
結
果
を
報
告
、　
一

つ
い
で
昭
和
五
十
八
年
度
予
算

（案
）

の
審
議
に
移

っ
た
が
、
西
村
常
務
理
事

の
説
明
は
次
の
通
り
で
あ
っ
た
。

昭
和
五
十
八
年
度
の
予
算
に
つ
い
て

は
、　
一
般
会
計
の
収
入
、
支
出
の
部
と

も
ほ
ぼ
前
年
度
並
み
で
若
干
の
プ
ラ
ス

と
な
っ
て
い
る
。
実
数
で
は
収
入
予
算

額
三
、
四
〇
七
万
円
、
繰
越
金
を
加
え

る
と
四
五
、
三
二
七
、
七
七
八
円
で
、

こ
れ
は
前
年
度
予
算
に
対
し
二
、
六
五

〇
、
五
八
八
円
の
増
加
で
あ
る
。
支
出

に
つ
い
て
も

一
、
六
七
五
、
○
○
○
円

ほ
ど
前
年
度
よ
り
多
く
な
る
が
、
こ
れ

か
ら
見
る
と
健
全
財
政
と

い
う

べ
き

で
、
昭
和
五
十
九
年
度
の
会
費
も
値
上

げ
せ
ず
据
置
き
が
可
能
で
あ
る
。

以
上
、
第

一
号
、
第
二
号
議
案
と
も

佐
　
々
　
保
　
雄

本
二
月
二
十

一
日
、
日
本
山
岳
会
の
総
会
は
、
こ

こ
に
御
出
席
の
方
々
と
多
数
の
委
任
状
に
よ
り
、
会

則
の
条
件
を
満
た
し
、
成
立
い
た
し
ま
し
た
。
御
同

慶
の
至
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。

さ
て
、
会
長
と
し
て
の
あ
い
さ
つ
を
い
た
す
こ
と

に
な
り
ま
し
た
が
、
先
ず
本
会
の
現
状
に
つ
き
ま
し

て
は
、
会
員
番
号
に
し
て
九
二
〇
〇
番
に
達
し
、
実

数
で
二
九
〇
〇
に
近
づ
い
て
お
り
ま
す
。
こ
の
両
者

の
数
の
著
し
い
違
い
は
、
創
立
以
来
の
多
く
の
物
故

者
を
は
じ
め
、
退
会
者
や
除
籍
者
な
ど
に
よ
る
も
の

で
あ
り
ま
す
。
昨
年
は
入
会
さ
れ
た
方
が
大
変
多
く

一
九
七
名
に
達
し
ま
し
た
が
、
会
費
未
納
そ
の
他
に

よ
っ
て
除
籍
と
な
っ
た
方
も
五
六
名
で
残
念
に
存
じ

ま
す
。
ま
た
、
こ
の

一
年
に
お
な
く
な
り
に
な
っ
た

方
は
、
名
誉
会
員
の
田
中
薫
さ
ん
を
始
め
、　
一
九
名

お
ら
れ
ま
す
。
こ
こ
に
故
人
を
偲
び
、
黙
祷
を
捧
げ

た
い
と
存
じ
ま
す
。

一
方
、
こ
の
た
び
理
事
及
び
評
議
員
の
方
々
の
半

数
が
、
任
期
が
参
り
ま
し
て
、
交
代
さ
れ
ま
す
。
こ

こ
に
退
任
さ
れ
ま
す
方
々
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
本
会

に
対
す
る

一
方
な
ら
ぬ
御
奉
仕
に
対
し
、
深
く
お
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
新
任
の
役
員
の
方
々
に
は

こ
れ
か
ら
四
年
間
ま
こ
と
に
御
苦
労
さ
ま
で
す
が
、

会
の
た
め
何
と
ぞ
御
尽
力
い
た
だ
き
た
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
度
の
会
の
活
動
状
況
は
、
お
手
許
に

事
業
報
告
が
お
と
ど
け
し
て
あ
り
ま
す
し
、
毎
月
の

「山
」
で
も
御
承
知
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
が
、
か
な

り
多
彩
、
活
発
に
活
動
を
続
け
て
来
た
と
申
せ
ま
し

ょ
う
。
数
に
し
て
十
九
あ
る
各
委
員
会
は
、
そ
れ
ぞ

れ
に
特
色
を
も
っ
て
、
使
命
を
果
た
し

て
お
り

ま

す
。
毎
月
の

「山
」
の
編
集
や

「山
岳
」
「山
日
記
」

な
ど
の
皆
さ
ん
に
届
く
ま
で
に
は
、
担
当
の
方
々
の

一
方
な
ら
ぬ
御
苦
労
が
あ
り
ま
す
。

学
生
部
の
中
国
の
天
山
山
脈
五
ケ
年
計
画
の
三
年

目
に
入
り
、
今
年
は
関
西
を
中
心
に
隊
が
編
成
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
は
さ
ら
に
他
の

地
方
の
方
々
の
企
画
を
期
待
す
る
と
と
も
に
、
会
の

方
で
も
新
し
い
山
域
を
開
拓
せ
ね
ば
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
一
方
、
自
然
保
護
委
員
会
で
は
、
南
ア
ル
プ
ス
の

ス
ー
パ
ー
林
道
、
屋
久
島
の
杉
、
秋
田
の
自
神
山
地

の
ブ
ナ
林
を
守
る
運
動
な
ど
に
参
加
し
て
お
り
ま
す

ほ
か
、

「
フ
イ
ー
ル
ド

・
マ
ナ
ー

・
ノ
ー
ト
、
――
―

山
を
美
し
く
保
つ
た
め
に
」
を
出
し
ま
し
た
。
書
い

て
あ
る
こ
と
は
、
当
然
の
こ
と
ば
か
り
で
す
が
、
そ

れ
を
な
お
必
要
と
す
る
と
こ
ろ
に
、
日
本
の
登
山
者

の
問
題
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
が
自
然
保
護
の
キ
ヤ
ン

ペ
ー
ン
の
導
火
線
と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

こ
の
よ
う
な
委
員
会
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
、
会

を

全
体
と

し

て
動
か
し
て
行
く

一
つ
の
歯
車
で
、

会
員
の
た
め
に
あ
る
と
い
う
意
識
を
も

っ
て
働
い
て

お
り
ま
す
。
こ
の
意
味
で
自
然
保
護
委
員
会
の
よ
う

に
、
各
支
部
に
も
担
当
の
方
を
設
け
、
絶
え
ず
横
の

連
絡
を
と
っ
て
本
、
支
部
相
携
え
て
動
い
て
行
く
こ

と
が
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。
こ
れ
を
通

し
て
支
部
の
存
在
も

一
そ
う
明
確
に
な
り
、
会
の
進

展
の
一
端
を
担
う
こ
と
に
な
る
こ
と
で
し
よ
う
。

会
の
経
済
状
態
に
つ
き
ま
し
て
は
、
決
し
て
楽
と

は
申
せ
ま
せ
ん
が
、
今
の
会
費
で
値
上
げ
せ
ず
に
何

と
か
や
っ
て
行
き
た
い
と
、
心
を
砕
い
て
お
り
ま

す
。
し
か
し
、
お
配
り
し
て
あ
る
予
算
及
び
決
算
で

ご
覧
の
よ
う
に
各
委
員
会
の
経
費
は
、
よ
く
こ
れ
で

と
思
う
ほ
ど
で
す
。
会
と
し
ま
し
て
も
少
し
大
き
く

動
こ
う
と
す
る
と
、
そ
の
財
源
が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ

の
た
め
に

「財
団
」
と
か

「基
金
」
と
か
の
話
が
以

前
か
ら
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
の
問
題
に
対
処
す
る
た

め
に
、
近
く
特
別
委
員
会
を
持

っ
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

次
に
支
部
の
件
で
す
が
、
会
員
の
六
割
を
占
め
、

か
つ
方
々
に
分
散
し
て
い
る
方
々
へ
の
考
慮
、
こ
れ

は
私
が
会
長
と
し
て
の
責
務
の
一
つ
と
考
え
て
お
り

ま
す
問
題
で
す
。
そ
の
方
法
の
一
つ
と
し
て
、
東
京

と
支
部
間
の
パ
イ
プ
を
太
く
す
る
、
支
部
の
催
し
事

が
あ
る
た
び
に
、
で
き
る
だ
け
役
員
た
ち
も
参
加
し

て
、
意
見
の
疎
通
を
図
る
、
こ
れ
は
こ
の
一
、
二
年

実
施
し
て
、
お
互
の
理
解
を
深
め
る
に
役
立
ち
つ
つ

あ
る
と
存
じ
ま
す
。
各
支
部
は
そ
れ
ぞ
れ
の
成
立
の

事
情
も
異
り
、
会
員
数
も
大
小
あ
り
、
そ
の
活
動
も

ま
ち
ま
ち
で
あ
り
まヽ
す
。
中
に
は
甚
だ
活
発
な
活
動

を
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
、
小
人
数
な
が
ら
よ

く
ま
と
ま
っ
て
、
登
山
を
続
け
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ

り
ま
す
。
し
か
し
、
卒
直
に
申
し
ま
し
て
、
全
体
と

し
て
や
や
マ
ン
ネ
リ
に
陥

っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か

と
の
印
象
を
ぬ
ぐ
い
き
れ
ま
せ
ん
。

近
年
よ
く

「地
方
の
時
代
」
と
い
う
こ
と
が
い
わ

れ
ま
す
。
そ
れ
は
、
中
央
依
存
を
脱
却
し
て
、
地
方

そ
れ
ぞ
れ
が
独
自
の
力
強
い
存
在
と
な
る
こ
と
だ
と

理
解
し
ま
す
と
、
会
の
支
部
の
あ
り
方
も
、
そ
う
あ

っ
て
ほ
し
い
と
存
じ
て
お
り
ま
す
。

昨
年
、
東
北
の
各
支
部
で
は
、
秋
田
支
部
の
お
世

話
で
、
秋
田
駒
の
山
麓
、
鶴
の
湯
に
集
り
、
懇
親
と

登
山
の
場
を
持
ち
、
み
な

「楽
し
か
っ
た
、
来
年
も

ま
た
」
と
別
れ
ま
し
た
。
今
年
は
仙
台
支
部
の
お
世

話
で
、
近
く
金
華
山
で
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
お
り

ま
す
。
こ
う
し
て
地
方
毎
の
ブ

ロ
ッ
ク
、
例
え
ば
関

信
越
、
中
部

・
東
海
、
関
西
、
西
日
本
と
い
う
風
に

集
り
や
す
い
所
で
互
に
交
流
を
図
る
こ
と
は
、
山
仲

間
の
親
交
の
輪
を
ひ
ろ
げ
、
互
に
啓
発
さ
れ
る
場
と

な
り
、
や
が
て
新
し
い
企
画
が
生
れ
る
こ
と
も
あ
き

ら
か
と
存
じ
ま
す
。

会

長

あ

セヽ

、キ
O

″つ
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す
べ
て
全
員
異
議
な
く
拍
手
を
も

っ
て

承
認
さ
れ
た
。

本
年
度
の
役
員
改
正
は
第
二
号
議
案

で
あ
る
が
、
こ
れ
は
定
款
に
定
め
ら
れ

た
通
り
任
期
切
れ
に
伴
う
副
会
長
、
理

事
、
評
議
員
、
監
事
の
半
数
が
本
年
は

交
替
す
る
。
そ
れ
ぞ
れ
理
事
会
、
評
議

員
会
の
議
を
経
た
候
補
者
名
が
、
田
口

二
郎
副
会
長
よ
り
読
み
上
げ
ら
れ
、
該

当
者
は
そ
れ
ぞ
れ
起
立
し
て
そ
れ
に
応

え
た
。
渡
辺
兵
力
副
会
長
の
後
任
に
は

山
田
二
郎
氏

（会
員
番
号
三
四
七
三
）

が
指
命
さ
れ
、
い
ず
れ
も
拍
手
を
も

っ

て
承
認
さ
れ
、
こ
れ
に
よ
り
昭
和
五
十

八
年
、
五
十
九
年
度
の
日
本
山
岳
会
役

員
の
新
陣
容
が
整

っ
た

（後
掲
）。

第
四
号
議
案
は
定
款
十
三
条
と
二
十

条
の
改
正
で
あ
る
が
、
現
理
事
定
数
十

五
名
以
上
二
十
名
以
内
を
二
十
名
以
上

二
十
五
名
以
内
（副
会
長
二
名
を
三
名
）

評
議
員

十
五
名

以
上

二
十
名

以
内
を

二
十
名
以
上
二
十
五
名
以
内
、
更
に
監

事
の
任
期
を

一
年
か
ら
二
年
に
し
よ
う

と
す
る
も
の
で
あ
る
。
神
崎
常
務
理
事

の
提
案
理
由
に
よ
れ
ば
、
会
員
増
加
に

伴
う
仕
事
量
の
増
加
、
支
部
活
動
の
強

化
な
ど
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
監
事
任

期
に
つ
い
て
は
、
他
の
役
員
に
準
じ
る

た
め
の
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て

も
拍
手
を
も

っ
て
承
認
さ
れ
、
久
し
ぶ

り
の
定
款
改
正
と
な

っ
た
が
、
な
お
本

件
に
つ
い
て
は
文
部
大
臣
の
認
可
を
必

要
と
す
る
の
で
、
実
施
に
当

っ
て
は
そ

の
認
可
次
第
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

最
終
議
案
は
、
昭
和
五
十
八
年
度
五

六
名
の
除
籍
者
の
承
認
、
並
び
に
議
事

近
年
、
支
部
の
中
に
は
創
立
何
年
を
迎
え
ら
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
行
事
を
催
し
て
お
ら
れ
ま
す
が
、
富
山
支

部
で
は
、
そ
の
創
立
三
十
五
周
年
を
記
念
し
て
、
槍

ケ
岳
開
山
で
知
ら
れ
る
播
隆
上
人
の
顕
彰
碑
を
、
そ

の
生
地
立
山
山
麓
の
大
山
村
に
建
立
さ
れ
ま
し
た
。

登
山
と
い
う
よ
り
は
、
信
仰
の
対
象
と
し
て
の
開
山

で
す
が
、
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
少
な
い
上
人
を
再
認
識

す
る
上
に
、
ま
こ
と
に
有
意
義
な
挙
で
あ
っ
た
と
存

じ
ま
す
。

開
山
と
い
え
ば
、
例
年
恒
例
の
ウ
エ
ス
ト

ン
祭

は
、
信
濃
支
部
の
御
尽
力
も
あ
り
、
年
々
盛
ん
に
な

っ
て
お
り
ま
す
こ
と
は
、
大

へ
ん
喜
ば
し
い
こ
と
と

存
じ
ま
す
。

さ
て
、
こ
の
ほ
ど
会
員
五
百
沢
智
也
氏
に
は
、
日

出
た
く
秩
父
官
賞
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
氏
の
多
年

に
わ
た

る
日
本
及
び
ヒ
マ
ラ
ヤ
に
お
け
る

「山
岳

学
」
的
研
究
に
対
す
る
貢
献
に
よ
っ
て
で
あ
り
ま
す

が
、
本
会
に
と
り
ま
し
て
も
栄
誉
の
至
り
で
ご
ざ
い

ま
す
。
こ
の
賞
は
山
の
科
学
に
貢
献
の
著
し
い
個
人

や
団
体
に
与
え
ら
れ
る
も
の
で
、
従
来
も
受
賞
者
の

半
ば
以
上
が
本
会
会
員
で
ご
ざ
い
ま
す
こ
と
は
、
本

会
に
と
っ
て
の
名
誉
で
も
あ
り
、
ま
こ
と
に
喜
ば
し

い
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
先
般
十
年
ぶ
り
で
、
会
員
の
意
向
や

動
向
を
知
る
た
め
、
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
を
皆
さ
ん
に

お
配
り
い
た
し
ま
し
た
。
今
日
の
時
点
で
約
四

一
％

の
回
答
を
得
ま
し
た
が
、
こ
の
種
の
試
み
と
し
て
は

甚
だ
高
い
割
合
で
、
会
員
の
本
会
に
対
す
る
関
心
度

の
高
さ
を
示
す
も
の
と
大

へ
ん
嬉
し
く
存
じ
て
お
り

ま
す
。
こ
の
結
果
は
日
下
コ
ン
ピ

ユ
ー
タ
ー
で
統
計

整
理
中
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
こ
れ
か
ら
の
会

の
運
営
に
資
す
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
と
存
じ
、
そ
の

成
果
を
大
い
に
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

本
会
は
、
ご
存
知
の
よ
う
に
、
男
女
老
若
各
層
に

わ
た
り
、
日
本
各
地
に
散
ら
ば
る
会
員
に
よ
っ
て
構

成
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
登
山
意
識
も
尖
鋭
的
、
先
端

的
か
ら
低
山
趣
味
ま
で
多
様
を
極
め
て
お
り
ま
す
。

登
山
に
対
し
て
、
こ
の
よ
う
に
価
値
観
を
異
に
す
る

人
々
を
含
ん
だ
山
岳
会
は
他
に
見
当
り
ま
せ
ん
。
多

く
は
地
域
な
り
、
職
域
な
り
、
学
校
な
り
、
或
は
共

同
意
識
を
持

っ
た
登
山
者
の
集
団
で
す
。
こ
う
し
た

中
で
本
会
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
、
会
員
の
ふ
え
る
に

つ
け
、
今
後
進
む
べ
き
道
を
真
剣
に
考
え
る
べ
き
時

に
来
て
い
る
と
存
じ
ま
す
。
そ
の
意
味
で
、
今
回
の

ア
ン
ケ
ー
ト
の
成
果
の
示
す
意
義
は
大
き
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

い
う
ま
で
も
な
く
、
本
会
は
山
を
愛
し
、
登
山
を

好
む
者
た
ち
の
集
団
で
す
。
し
か
し
、
折
角
入
会
し

た
が
山
登
り
の
催
し
の
な
い
会
で
す
ね
、
も

っ
と
誘

い
合
せ
て
、
方
々
の
山
に
登
れ
る
よ
う
に
な
る
か
と

思

っ
て
ま
し
た
が
、
集
会
は
多
す
ぎ
る
く
ら
い
多
い

の
に
、
と
い
う
声
も
聞
え
ま
す
。
全
然
な
い
わ
け
で

は
な
い
の
で
す
が
、
他
の
山
岳
会
に
比
べ
た
ら
や
は

り
少
な
い
。

ド
イ
ツ
山
岳
会
は
、
会
員
五
百
万
人
に
近
く
、
ド

イ
ツ
ら
し
く
組
織
化
さ
れ
て
お
り
、
多
数
の
支
部
が

そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
活
発
な
登
山
を
し
て
お
り
ま
す
。

山
小
舎
も
多
数
持
ち
、
欧
洲
の
他
の
国
の
山
小
舎
で

の
特
典
も
あ
り
ま
す
。
会
主
導
の
海
外
登
山
も
、
百

近
く
の
隊
を
出
し
て
お
り
、
ネ
パ
ー
ル
な
ど
で
も
Ｄ

Ａ
Ｖ
の
字
の
入

つ
た
テ
ン
ト
や
バ
ッ
グ
の
連
中
に
よ

く
出
合
い
ま
す
。

ま
た
、
ア
メ
リ
カ
の
シ
ェ
ラ

・
ク
ラ
ブ
、
こ
れ
は

自
然
保
護
の
有
力
な
団
体
で
す
が
、
二
十
万
近
く
の

会
員
を
擁
し
、
主
要
都
市
に
チ
ャ
プ
タ
ー
が
あ
り
ま

す
。
こ
こ
は
年
間
二
百
を
越
す
海
外
登
山
、　
ハ
イ
キ

ン
グ
、
離
島
行
、
川
下
り
の
隊
を
出
し
、
ま
た
自
分

た
ち
が
ア
メ
リ
カ
の
自
然
を
守

っ
て
い
る
ん
だ
と
い

う
意
識
の
下
で
、
会
員
と
し
て
の
誇
り
を
持

っ
て
い

る
か
に
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

私
ど
も
の
会
は
も
ち
ろ
ん
旅
行
社
で
は
あ
り
ま
せ

ん
か
ら
、
そ
れ
に
類
し
た
山
行
は
い
た

し
ま

せ
ん

し
、
め
い
め
い
の
意
志
で
仲
間
同
志
の
山
行
で
十
分

と
い
う
方
が
多
い
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
組
織
を
周

辺
に
持
た
な
い
会
員
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
う

し
た
方
々
の
た
め
に
、
や
は
り
Ｊ
Ａ
Ｃ
に
入

っ
て
よ

か
っ
た
、
い
い
山
登
り
が
出
来
て
、
と
い
わ
れ
る
よ

う
な
会
で
本
会
は
あ
り
た
い
も
の
で
す
。

さ
て
、
本
会
は

一
九
〇
五
年
の
創
立
で
、
明
後

一

九
八
五
年
で
八
十
年
を
迎
え
ま
す
。
七
十
年
の
時
も

記
念
の
行
事
を
い
た
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
今
度
も

何
か
を
と
の
話
も
出
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
が
百
年
な

ら
ば
大
い
に
意
気
込
む
と
こ
ろ
で
す
が
、
八
十
年
は

そ
れ
ま
で
の
一
節
日
と
言

っ
た
考
え
の
下
に
、
し
か

し
そ
の
時
に
な
っ
て
で
は
お
そ
い
の
で
、
そ
ろ
そ
ろ

そ
の
準
備
に
か
か
ろ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。
今
の
と

こ
ろ
、
講
演
会
と
か
展
覧
会
、
記
念
出
版
な
ど
の
記

念
行
事
や
、

「百
年
史
」
の
た
め
の
資
料
と
し
て
の

「
八
十
年
史
」

の
編
集
な
ど
の
話
も
出

て
お
り
、

ま
た
何
か
新
味
の
あ
る
大
き
な
登
山
や
、
山
岳
博
物

館
の
設
立
な
ど
を
申
し
出
ら
れ
る
会
員
も
お
ら
れ
ま

す
。
先
般

「山
」
に
の
り
ま
し
た
カ
ン
チ
の
登
山
も

そ
の
一
つ
に
と
い
う
話
も
ご
ざ
い
ま
す
。

会
と
し
て
は
、
そ
の
た
め
の
記
念
行
事
特
別
委
員

会
を
こ
れ
か
ら
設
け
て
こ
れ
に
対
処
し
、
次
の
代
の

方
々
に
バ
ト
ン
タ
ツ
チ
を
い
た
し
た
い
と
存
じ
て
お

り
、
ま
た
先
ほ
ど
述
べ
ま
し
た

「基
金
」
構
想
も
特

別
委
員
会
を
作

っ
て
、　
一
歩
進
め
た
い
と
存
じ
て
お

り
ま
す
。

以
上
、本
会
の
こ
の

一
年
を
顧
み
、
反
省
も
加
え
、

さ
ら
に
近
い
将
来

へ
の
展
望
を
申
し
述
べ
ま
し
た
。

御
理
解
を
得
、
会
は
自
分
た
ち
の
会
と
い
う
意
識
の

下
に
、
よ
り
よ
い
会
と
し
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
け
る

よ
う
願

っ
て
お
り
ま
す
。

御
清
聴
を
感
謝
い
た
し
ま
す
。
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録
署
名
人
の
選
出
が
行
わ
れ
た
が
、
署

名
人
に
つ
い
て
は
、
神
崎
常
務
理
事
の

提
案
に
よ
り
中
川
武

（五
六
七
九
番
）

関
塚
貞
亨

（八
二
九
〇
番
）
の
両
氏
に

そ
れ
ぞ
れ
決
定
さ
れ
、
総
会
は
と
ど
こ

お
り
な
く
終
了
し
た
。

な
お
、
総
会
終
了
後
の
午
後
三
時
半

よ
り
、
恒
例
の
懇
親
会
が
同
館
の
二
〇

五
号
室
で
、
引
続
き
な
ご
や
か
な
雰
囲

気
の
う
ち
に
開
催
さ
れ
た
。
乾
杯
の
音

頭
は
長
寿
に
あ
や
か
る
よ
う
、
本
年
九

十
三
歳
い
ま
な
お
か
く
し
ゃ
く
た
る
最

長
老
の
平
沢
亀

一
郎
氏
、
ビ
ー
ル
を
飲

み
な
が
ら
佐
々
会
長
の
挨
拶
、
退
任
の

役
員
の
紹
介
、
山
田
新
副
会
長
の
挨
拶

と
続
き
、
に
ぎ
や
か
な
交
流
の
宴
な
か

ば
、
静
岡
で
開
催
さ
れ
る
支
部
間
懇
談

会

へ
の
出
席
者
が
出
発

し
た

の
ち
、

午
後
四
時
半
過
ぎ
に
自
然
散
会
と
な

っ

た
。

（総
会
出
席
者

一
一
三
名
、
懇
親

会
出
席
者

一
〇
〇
名
）

（小
倉
　
厚
）

議

案

１
　
昭
和
五
十
七
年
度
事
業
報
告
及

び
収
支
決
算
、
財
産
目
録
承
認

の
件

２
　
昭
和
五
十
八
年
度
事
業
計
画
案

及
び
収
支
予
算
案
承
認
の
件

３
　
昭
和
五
十
八
年
度
役
員

（副
会

長

・
理
事

・
評
議
員

・
監
事
）

選
任
の
件

４
　
定
款

一
部
改
正
の
件

５
　
昭
和
五
十
八
年
度
除
籍
の
件
以
上

▽
会
　
長

▽
副
会
長

▽
理
　
事

▽
監
　
事

▽
評
議
員 新

役

員

昭
和
５８

・
５９
年
度

佐
々
保
雄

（再
）

田
口
二
郎

（再
）

山
田
二
郎

（新
）

神
崎
忠
男
　
西
村
政
晃

田
村
俊
介
　
赤
松
功
也

大
倉
昌
身
　
河
村
憲
二

松
家
　
工日
　
水
野
　
勉

鈴
木
雄
二

（以
上
再
）

平
野
隆
司
　
長
谷
川
良
典

平
井
吉
夫
　
絹
川
祥
夫

村
木
富
士
　
皆
川
完

一

梅
野
淑
子
　
高
速
　
宏

（以
上
新
）

小
倉
茂
暉

（再
）

松
田
雄

一
（新
）

小
原
勝
郎
　
松
丸
秀
夫

折
井
健

一　
辰
沼
広
吉

柴
田
均
二
　
岸
田
権
二

西
沢
健

一　
蒲
生
明
登

細
川
沙
多
子
　
飯
野
　
亨

片
岡
　
博

中
村
純
二

鴫
原
啓
佑

渡
辺
兵
力

小
西
政
継

伊
藤
紀
克

（以
上
再
）

官
下
秀
樹

山
口
節
子

村
山
雅
美

吉
田

宏

（以
上
新
）

昭
和
五
十
七
年
度
事
業
報
告

１
、
登
山
の
指
導
と
奨
励
に
必
要
な
集
会
、
講
習
会
及
び
展

覧
会
の
開
催

田

集

会

四
月
　
一　
日
　

「東
ア
フ
リ
カ
の
山
々
」

加
藤
大
幸

（本
　
会
）

四
月

十
七

日
　
日
本
山
岳
会
学
生
部
総
会

（本
会
）

五
月

一
―
五
日
　
分
散
山
行

（屏
風
岩
、
剣
岳
、
八
ッ

峰
の
登
攀
）

五
月

十
四

日
　
支
部
長
会
議
　
　
　
　
（本
　
会
）

五
月

十
四

日
　
五
十
七
年
度
通
常
総
会
（私
学
会
館
）

五
月
二
十
九
日
　
懇
親
山
行
　
　
　
　
　
（茶
臼
山
）

六
月
　
一二
　
日
　

「私
の
歩
い
た
イ
タ
リ
ヤ
の
山
々
」

牧
野
文
子

（本
　
会
）

六
月
　
ニハ
　
日
　
第
二
十
六
回
ウ
エ
ス
ト
ン
祭（上
高
地
）

六
月
十
二
・
十
三
日
　
山
菜
山
行
　
　
　
（雨
飾
山
）

六
月

十
二

日
　
イ
ギ
リ
ス
人
登
山
家
と
グ
ル
カ
兵
歓

迎
会
　
　
　
　
　
　
　
（本
　
会
）

六
月
十
九

・
二
十
日
　
第

一
回
支
部
懇
談
会
（諏
訪
湖
）

六
月
十
九

・
二
十
日
　
奥
多
摩
バ
ツ
ト
レ
ス
Ｒ
Ｃ
Ｔ

（奥
多
摩
）

六
月
二
十
四
日
　
ア
コ
ン
カ
グ
ア
、
ダ
ウ
ラ
ギ
リ
ー
峰

ス
ラ
イ
ド
映
写
会
　
　
（本
　
会
）

六
月
二
十
六
日
　
講
演
会
　
柳
沢
昭
夫
、
関
西
学
生
山

岳
連
盟
　
　
　
　
　
　
（本
　
会
）

六
月
二
十
七
日
　
鷹
取
山
Ｒ
Ｃ
Ｔ
　
　
　
（鷹
取
山
）

七
月
　
一　

日
　

「南
極
未
知
の
島
々
」
西
丸
震
哉

（本
　
会
）

七
月

十
七

日
　
第
二
回
委
員
会
会
議（番
町
共
済
会
館
）

七
月
十
七

・
十
八
日
　
十日
場
山
、
小
松
原
湿
原
山
行

（新
　
潟
）

七
月
二
十
二
日
　
ボ
ゴ
ダ
登
山
隊
壮
行
会

（本
　
会
）

九
月
　
一一　
日
　
「未
知
の
国
ム
ス
タ
ン
と
山
の
話
」

菊
地
薫

（本
　
会
）

九
月
四

・
五
日
　
自
然
探
索
山
行
　
　
（富
士
奥
庭
）

九
月

十
七

日
　
チ
ャ
ー
ル
ズ
マ
ッ
カ
リ
ー
夫
妻
歓
迎

会
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（本
。
会
）

九
月
二
十
六
日
　
婦
人
懇
談
会
山
行
　
　
（山
　
梨
）

十
月
二
・
三
日
　
婦
人
窓
談
会
山
行
　
　
（南
会
津
）

十
月
　
一
一　
日
　
フ
イ
ル
ム
映
写
会
　
　
（本
　
会
）

十
月
　
七
　
日
　

「中
国
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
話
」

田
口
二
郎

（本
　
会
）

十
月
二
十
三
日
　
図
書
交
換
会
　
　
　
　
（本
　
会
）

十
月
二
十
三

・
二
十
四
日
　
丹
沢
研
究
会

（丹
　
沢
）

十
月
二
十

・
三
十

一
日
　
ス
ケ
ッ
チ
山
行

（川
口
湖
）

十
月

二
十

一　
日
　
第
十
九
回
マ
ラ
ソ
ン
大
会

（皇
居
周
辺
）

十

一
月
　
九
　
日
　
ス
ケ
ッ
チ
山
行
批
評
会

（本
会
）

十

一
月

十
五

日
　

「ド
イ
ツ
映
画
の
会
」

（本
会
）

十

一
月
二
十
１
二
十
三
日
　
秋
山
山
行

（御
在
所
岳
）

十
二
月
　
四
　
日
　
年
次
晩
餐
会

映
画
講
演
会
　
堀
田
弥

一

（
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
）

十
二
月
　
四
　
日
　
支
部
長
会
議
　
　
　
（本
　
会
）

十
二
月
　
五
　
日
　
支
部
会
議
　
　
　
　
（本
　
会
）

十
二
月
　
五
　
日
　
懇
親
山
行

（鹿
倉
山
、
高
倉
山
）

十
二
月
　
七
　
日
　
ボ
ゴ
ダ
峰
登
山
報
告
会

（本
会
）

十
二
月
二
十
八
―

一
月
四
日
　
冬
山
合
宿

（剣
岳
他
）

一
月
十
四
―
十
六
日
　
ス
キ
ー
懇
親
会

（八
方
尾
根
）

一
月
二
十
九
―
三
十
日
　
ス
キ
ー
山
行

　

（万
　
座
）

二
月
　
一一　
日
　

「
ス
イ
ス
の
山
岳
会
」
宮
下
啓
三

（本
　
会
）

二
月
　
八
　
日
　
学
生
部
五
十
七
年
度
総
会

（本
会
）

二
月

十
五

日
　
第
二
回
フ
イ
ル
ム
映
写
会

（本
会
）

二
月

十
九

日
　
第
十
四
回
山
岳
図
書
を
語
る
タ
ベ

（本
　
会
）

二
月
十
九

・
二
十
日
　
丹
沢
研
究
会
　
　
（丹
　
沢
）

二
月

二
十

日
　
談
話
会
　
麻
生
武
治

　

（御
殿
場
）

(4)
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昭
和
五
十
八
年
度

事
業
計
画

１
、
登
山
の
指
導
と
奨
励
に
必
要
な
集

会
、
研
究
会
、
講
習
会
、
展
覧
会
等

の
開
催

И

集

会

・
小
集
会

（報
告
会
、
講
習
会
、

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
）
本
会
そ
の
他

二
十
回

・
ウ
エ
ス
ト
ン
祭
　
上
高
地

六
月
四
日
―
五
日

・
山
岳
図
書
交
換
会
　
本
会

十
月

ｏ
年
次
晩
餐
会
　
ホ
テ
ル
ニ
ユ
ー

オ
ー
タ
二
　
十
二
月
二
日

・
山
岳
図
書
を
語
る
タ
ベ
　
本
会

二
月

・
山
岳
史
懇
談
会
　
本
会
　
二
月

・
来
日
外
国
登
山
家
と
の
交
歓

・
フ
イ
ル
ム
映
写
会

。
新
入
会
員
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
　
本
会
　
二
月

同
　
研
究
会

・
登
山
医
学
研
究
会
　
松
本

五
月

・
冬
山
研
究
会
　
本
会

。
高
所
登
山
研
究
会
　
本
会

ｏ
雪
崩
研
究
会
　
本
会

・
山
岳
図
書
研
究
会
　
本
会

・
氷
と
雪
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
　
本
会

十
月

い
　
展
覧
会

。
こ
の
一
本
展

（稀
親
本
）
本
会

二
月

一　

日
　
講
演
会

一　

　

・
登
山
、
山
岳
の
科
学
研
究
に
関

一　
　
　
す
る
講
演
会

・
海
外
登
山
家
に
よ
る
講
演
会
、

並
び
に
映
画
会

。
高
所
登
山
及
び
山
岳
に
関
す
る

講
演
会

・
登
山
医
学
に
関
す
る
講
演
会

２
、
登
山
施
設
の
改
善
、
そ
の
他
登
山

の
た
め
の
適
切
な
事
業

・
上
高
地
山
岳
研
究
所
開
所

四
月
―
十

一
月
初
旬

・
登
山
に
関
す
る
貴
重
フ
イ
ル
ム

複
製
の
作
成

３
、
山
岳
遭
難
の
予
防
と
そ
の
対
策
に

関
す
る
企
画
お
よ
び
指
導

・
夏
山
診
療
所
開
設

（八
ケ
所
）

・
高
所
登
山
に
お
け
る
雪
崩
遭
難

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催

・
山
岳
ス
キ
ー
研
修
会
の
開
催

・
山
岳
ス
キ
ー
技
術
講
習
会
の
開

催
・
岩
登
り
技
術
研
修
会
の
開
催

・
合
宿
山
行
の
実
施

・
大
学
山
岳
部
指
導
者
会
議
の
開

催
・
雪
山
ス
キ
ー
技
術
講
習
会

４
、
自
然
保
護
活
動
の
推
進

ｏ
各
所
で
の
自
然
保
護
活
動
の
推

進
・
自
然
保
護
全
国
集
会

。
一
般
団
体
用
フ
イ
ー
ル
ド
マ
ナ

ー
ノ
ー
ト
作
成

ｏ
自
然
保
護
に
関
す
る
講
演
会

・
青
秋
林
道
、
屋
久
島
の
視
察

５
、
海
外
登
山
の
企
画
お
よ
び
実
施

三
月
　
〓
一　
日

「長
谷
川
恒
男
氏
の
お
話
」
（本
会
）

二
月
　
十
　
日
　
第
十

一
回
山
岳
史
懇
談
会

（本
会
）

二
月
二
十
三
日
　
婦
人
懇
談
会
総
会
　
　
（本
　
会
）

二
月
二
十
六
日
　
第
九
回
新
入
会
員
の
た
め
の
オ
リ
エ

ン
テ
ー
シ
ヨ
ン
　
　
　
（本

会
）

二
月
二
十

一
日
　
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
計
画
発
表
会
（本
会
）

②
　
研
究
会

五
月
二
十
八

・
二
十
九
日
　
登
山
医
学
研
究
会

（京
大
会
館
）

七
月
　
一二
　
日
　
低
圧
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
　
森
滋
夫

（名
大
環
境
医
研
）

七
月
　
一二
　
日
　
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
自
然
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

樋
口
敬

一
、
渡
辺
興
亜
、
上
田
豊
、

他
八
名

（名
大
水
圏
科
学
研
）

七
月
　
八
　
日
　
夏
山
遭
対
技
術
研
究
会

松
永
敏
郎

（本
　
会
）

七
月

十
六

日
　
講
演
会

「
日
本
の
山
と
断
層
」

小
野
有
五

（本
　
会
）

十
月
十
六

・
十
七
日
　
比
良
地
形
探
索
山
行

藤
田
和
雄

（本
　
会
）

十
月
九
―
十

一
日
　
岩
登
り
研
修
会
　
　
（小
川
山
）

十

一
月
　
五
　
日
　
講
演
会
　
中
川
和
道

（本
　
会
）

十
二
月
　
一一　
日
　
冬
山
技
術
研
究
会
　
松
永
敏
郎

（私
学
会
館
）

二
月
　
五
　
日
　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「高
所
登
山
に
お
け

る
雪
崩
遭
難
に
つ
い
て
」
（本
　
会
）

二
月
　
一
一　
日
　
講
演
会
　
∪
，

Ｈお
∽
　

（本
　
会
）

二
月
　
五
　
日
　
医
療
研
究
会
　
　
　
　
（松
　
本
）

０
　
講
習
会

二
月
十
九
―
二
十

一
日
　
雪
山
ス
キ
ー
技
術
講
習
会

（妙
　
高
）

四
　
展
覧
会

二
月
十
九
―
二
十

一
日
　
第
二
十
回

「
こ
の
一
本
展
」

（本
　
会
）

閣
　
支
部
活
動

全
国
に
あ
る
十
九
支
部
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
集
会
、
研
究

会
、
講
演
会
、
山
行
等
が
活
発
に
行
わ
れ
た
。

九
月
十

一
セ
十
二
日
　
一第

一
回
日
本
山
岳
会
東
北
地
区

親
睦
山
行
　
　
　
　
（秋
田
支
部
）

十

一
月
十
三

・
十
四
日
　
第
二
十
五
回
紅
葉
会
（井
川
）

（静
岡
支
部
）

２
、
登
山
施
設
の
改
善
そ
の
他
登
山
の
た
め
の
適
切
な
事
業

上
高
地
山
岳
研
究
所
を
五
月
―
十

一
月
ま
で
開
所
、
山
と

登
山
の
科
学
文
献
目
録
の
作
成
、
集
会
、
青
年
懇
談
会
、

婦
人
懇
談
会
、
高
所
登
山
、
図
書
、
自
然
保
護
、
海
外
連

絡
、
科
学
研
究
の
各
委
員
に
よ
る
研
究
会
開
催

３
、
山
岳
遭
難
の
予
防
と
対
策
に
関
す
る
企
画
お
よ
び
指
導

各
大
学
山
岳
部
に
よ
る
夏
山
診
療
所
開
設

（七
月
八
月
）

（槍
ケ
岳
、
五
色
沼
、
唐
松
、
三
俣
山
荘
、
自
馬
岳
、
合

戦
小
屋
、
立
山
、
尾
瀬
）

４
、
自
然
保
護
活
動
の
推
進

環
境
庁
と
の
連
携
を
密
に
し
国
立
公
園
に
お
け
る
山
岳
地

の
自
然
保
護

へ
の
協
力
、
日
高
縦
貫
道
路
の
反
対
活
動
、

南
ア
・
ス
ー
パ
ー
林
道
修
復
停
止
の
要
望
書
提
出
、
フ
イ

ー
ル
ド
マ
ナ
ー
ノ
ー
ト
作
成

四
月
二
十
四
日
　
探
鳥
会
　
　
　
　
　
　
（小
渕
沢
）

六
月
　
〓
一　
日
　
講
演
会

「
ネ
パ
ー
ル
の
環
境
問
題
」

安
芸
咬

一
（本
　
会
）

六
月
二
十
六

・
二
十
七
日
　
北
沢
峠
視
察
行
（北
沢
峠
）

九
月
五
―
十
日
　
日
米
環
境
会
議

　

（大
阪
、
神
戸
）

十

一
月
二

ｏ
四
日
　
自
然
保
護
全
国
集
会

（井
川
自
然
の
家
）

５
、
海
外
登
山
の
企
画
お
よ
び
海
外
と
の
交
流

日
本
山
岳
会
ボ
ゴ
ダ
峰
登
山
隊
に
よ
る
中
国
ボ
ゴ
ダ
峰
登

頂

（七
月
―
九
月
）

６
、
機
関
誌
な
ど
の
刊
行

「山
岳
」
七
十
七
年
号
発
行
、
会
報

「山
」
四
四
二
―
四

五
三
号
発
行
、

「山
日
記
」
昭
和
五
十
八
年
版
編
集

７
、
目
的
を
同
じ
く
す
る
外
国
山
岳
会
等
と
の
情
報
交
換

三
十
ケ
国
六
十
の
団
体
と
情
報
交
換

日
中
合
同
登
山
推
進
の
た
め
の
中
国
体
協
関
係
者
と
情
報

交
換

(5)
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・
中
国
天
山
山
脈
（ボ
ゴ
ダ
山
群
）

の
登
山

・
ソ
連
山
岳
連
盟
と
の
交
流

・
ソ
連

「パ
ミ
ー
ル
国
際
キ
ャ
ン

プ
」
参
加

・
韓
国
山
岳
会
と
の
交
流
登
山

・
そ
の
他
交
流
登
山

６
、
機
関
紙
な
ど
の
刊
行

・
「山
岳
」
七
八
年
発
行

・
会
報
第
四
五
四
号
―
四
六
五
号

発
行

・
「山
日
記
」
昭
和
五
十
九
年
版

編
集

・
学
生
部

「年
報
」
第
七
号
編
集

発
行

７
、
国
内
お
よ
び
国
外
山
岳
団
体
と
の

連
絡
、
情
報
交
換

。
中
国
登
山
界
と
の
交
流
促
進

・
国
内
関
係
団
体

（
日
山
協
、
都

岳
連
）
と
の
密
接
な
連
絡

・
海
外
登
山
団
体
と
の
機
関
誌
お

よ
び
情
報
の
交
換

・
日
ネ
協
会
の
事
業
に
対
す
る
協

力

（登
山
）

８
、
そ
の
他
、
目
的
を
達
成
す
る
た
め

に
必
要
な
事
業

・
「山
と
登
山
の
科
学
」
に
関
す

る
文
献
の
収
集
、
整
理

（
カ
ー

ド
作
成
）

・
フ
イ
ル
ム
、
ス
ラ
イ
ド
類
の
日

録
作
成

・
山
岳
図
書
室
の
拡
充
を
図
る

・
支
部
運
営
に
関
す
る
連
絡
会
と

研
究
会

・
そ
の
他
、
目
的
を
達
成
す
る
た

め
に
必
要
な
事
業
を
行
う

勘 定 科 目

中 科 目
予 算 額 決 算 額 増   減

基 本 財 産
運 用 収 入

入会金収入

会 費 収 入

事 業 収 入

寄付金収入

雑 収 入

別 途 会 計
運 用 収 入

別 途 会 計
取 崩 収 入

広 告 料 収 入

山日記印税収 入

その他 印税収入

F」行物売上収入

その他事業収入

山研使用料収 入

1基本財産利息収入

入 会 金 収 入

会 費 収 入

終 身会 費 収 入

寄 付 金 収 入

受 取  禾ll 息
雑   収   入

図 書 出 版
研究基金運用収入

図 書  出  版
研究基金取崩収入

I soo,ooo

I soo,ooo

Jz,zoo,ooo

lz,zoo,ooo
23 ,000,000

23,000,000

5,615,000

1,350,000

560,000

0

420,000

1,535,000

1,750,000

880,0001

480,0001

400,00(

612,80C

612,80C

3,210,00C

3,210,00C

24,294,82C

23,794,82C

500,000

5,745,755

1,266,100

560,000

84,150

723,210

2,30C),440

811,855

3,500,000

3,500,000

1,357,591

898,051

459,540

648,634

648,634

53.3851

53,3851

52,80C

52,80C

510,00C

510,00C

l,294,82C

794,82G

500,000

130,755

△ 83,900

0

84,150

303,210

765,440

∠＼ 938,145

3,500,000

3,500,000

477,591

418,051

5995401
|

64896341

648,6341
|

53.3851

53,3851

小 計 32,755,00C 39,422,985 6,667,98[

前 期 繰 越
収 支 差 額

前期繰越収支差額

9

9

932,

932,

19C

19C

9,932,190

9,932,190

(

〔

合 計 12,687,190 49,355,175 6,667,98[

一般会計 収入の部

一般会計 支出の部

運営管理費

昭和 57年 度 収 支 決 算 書
(単位 :円 )

１

３‐

月
月

年
年
５７
田
和
和
昭
昭

自

至

借 入 金
返 済 支 出

別 途 会 計
繰 入支 出

735

8,465

600

555

1,170

1,000

150,

1,745,

1,250,

600,

3,800,

533,1

8,747,

649,

658,

1,133,

833,

165,

1,589

1,921

585

306,

3,311,

3,311,

4,648,

4,648,

4,648,

4,648,

,500,

,500,

費

費

料

費

費

費

料

費

費

費

費

費

ヽ
・ヽ
料

　

　

　

品

数

営

生

理

理

‘
水

話

議

際

備

手

運

厚

硝

曜

税

熱

　

　

　

器

替

部

利

卿

剣

諸

光

電

会

交

什

振

支

福

事

そ

雑

０９

２７

６３

８０

５０

∞

∞

５０

５０

５０

１０

∞

６０

１３

３ｏ

昴

“

１６

２４

４．

４８

３６

・３

ヘ

事 業 費
２８

４

・０

３

・６

費

費

費

費

究

版

書

研

導

査

出

図

調

指

支 部 関 係 費

海外諸 関係費

山 研 運 営 費

その他事業費

印  刷  費
通 信 運 搬 費

光 熱 水 料 費

予  備  費

借入金返済支出 3,

別 途 会 計
繰 入 支 出

予 備 費

(単位 :円 )

110,810,000

1 4,750,000

1   120。 000

1  600。 000

1 500,000

11,000,000

1    70。 000

1 2∞ ,000

9,878,

4,633,

100,

591,

319,

742,

60,

33,

別途積立金

内

昭和

“

年 3月 31日 現在  (単位 :円 )

訳

９３１

・・６

‐９

８

・８０

２５７

９

・６６

当

費

費

費

費

料

費

手

　

　

通

搬

険

・
具

刷

交

運

保

繕

料

　

　

費

信

災

給

文

印

旅

通

火

営

小 計 35,357,00C 38 , o8z , sozl z,7go,Bgi

7,330,19C

7,330,19C

次 期 繰 越
収 支 差 額

次 期 繰 越
収 支 差 額

7781

7781

11,267

11,267

3,937,58〔

3,937.58〔

合 計 42,687,190 49,3ss,rzsl 6,662,ggt勘 定 科 目

中 科・ 目
予 算 額 決 算 額 増  減

大 科 目

前期繰越 繰入収入 取崩支出 次期繰越

終身会費積立金

図書出版研究基金
長 期 計 画 準 備
積  立  金
退職給与積立金

C

6,322,724

C

2,000,00C

500,000

648,634

3,500,000

0

0

53,385

0

0

500,00C

6,917,97[

3,500,00C

2,000,00(

合   計 B,g22,tzrl 4,648 ,634 53,385 12,917,97〔

(6)

大 科 目

００

００



山
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勘 定 科 目
予 算 額

前 年 度

予 算 額
増減 (△ )

大 科 目 中 科 目

基 本 財 産
運 用 収 入

入会金収入

会 費 収入

事業収入

寄付金収入

雑 収 入

其太 財 藩 禾II自、1け 入

560,00(
|

1 560,00〔

3,000,00C

3,000,00C

23,500,00G

23,500,000

5,760,000

1,350,000

560,000

0

450,000

2,000,000

1,400,000

1,250,000

800,000

450,000

560,000

560,000

2,700,000

2,700,000

23,000,000

23,000,000

5,615,000

1,350,000

560,000

0

420,000

1,535,000

1,750,000

880,000

480,000

400,000

(

(

300,0(X

300,00(

500,00(

500,00C

145,00C

C

C

C

30,00C

465,00C

△ 350,(X)C

370,00C

320,000

50,00G

会 金 収

費 収

身 会 費 収

日記

料 収

印税収

印税収

売上収

事業収

その他

の他

山研使用料収

付 金 収

取  利

収

小 計 34,070,000 32,755,00C 1,315,00C

前 期 繰 越
収 支 差 額

前期繰越収支差額

11,267,778

11,267,778

9,932,19C

9,932,19C

1,335,588

1,335,588

合 計 45,337,77〔 42,687,190 2,650,588

一般会計 収入の部

一般会計 支出の部

運営管理費

料 ・ 手

旦

届リ

費 交 通

信 運 搬

災 保 険

繕

税 会

熱 水 料

話

昭 和 58年 度 予 算 書

(単位 :円 )

事 業 費

借 入 金
返 済 支 出

備 費

(単位 :円 )

１

３．

月
月

年
年
”
”
和
和
昭
昭

自

至

議

際

器 備 品

替 手 数

部 運 営

利 厚 生

務 所 管 理

の他 管 理

版

=塾

査 研 究

導

部 関 係

外 諸 関 係

研 運 営

の他 事 業

昂」

信 運 搬

熱 水 料

返 済支

555,

1,170,

1,000,

150,

1,745,

1,250,

600,

3,800,

400,

3,312,

3,312,

1,500,

1,500,

５０

５０

５０

∞

５０

５０

５０

００

５０

００

∞

５０

５０

２０

４５

００

８０

２０

５０

備

060

5,000

100

600

500

1,000

70

200

550

220

320

,810,

4,750,

120,

600,

500,

1,000,

70,

200,

550,

200,

300,

小 計

|     |
37,032,000135,357,0001 1,675,000

次期繰越収支差額

次 期 繰 越
収 支 差 額

|
7781

7781

7,330,

7,330,

975,588

975,588

8,305

8,305

合 計

|     |
45,337778142,687,19012,650,588

勘 定 科 目

大 科 目 中 科 目
予 算 額

前 年 度

予 算 額
増減 (△ )

会
費
の
納
入
を
お
早
目
に

お
願
い
い
た
し
ま
す

あ
な
た
の
会
費
は
、
こ
の

よ
う
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

「
山
岳
」
頒
　
価
　
　
　
　
一二
〇
〇
〇
円

郵
送

。
こ
ん
包
　
　
四
〇
〇
円

一
八
〇
〇
円

四
八
〇
円

計
　
五
六
八
〇
円

山

郵 頒

送 価

(7)

9,020,0()(

650,00(

650,00(

1,270,00(

1,000,00(

170,10CX

l,600,00(

1,550,00(

980,(XX

3,920,00(

350,00(

3,312,00(

3,312,00(

1,500,00(

1,500,00(
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大テープル (2台 セット),チーク材
750× 1200× 720

名

ソファーセット,チーク材 レザー張
冷蔵庫,日 立 R303T
テレビ,サ ンヨー 20-C501
スクリプ トマティック宛名印刷機,lM36
リコピースーパー ドライ,SD-105
書庫内移動書架一式,コ ンパックル
応接セットー式,布張イス,テープル
XLE-30
閲覧用テープル (2台 ),木製
ライティングビューロー,木製
テレビ,シ ャープ CT-2601(寄 贈品)
ビデオカセットンコーダー,シ ャープ
VC 7000(寄 贈品)
フィルム収納キャピネット (ス テール製)
図書カー ド容器 木製 3段
書  棚    木製 2段

取得年月日 取得価格 所 在

48.

48。

48.
48。

53.
53.
53。

53. 9.28
54. 6.23
55. 6. 4

３１

３１

∞

∞

１０

２７

１０

53. 8. 2

55.12.27

56。 8.8
56. 9。 12
56。 12.22

円
164,200

178,000
18,5∞
108,000
265,500
158,000
1,5∞ ,0∞

250,000
280,300
80,000

218,000

116,000

剛
剛
剛

２５４
知
畑

事 務 所

図 書 室

事 務 所

図 書 室

談 話 室

岳
斤
山
万
地
究
高
汗
上
石

室
　
室

″

書

″
話

図

談

合 計 4,420,500

目  録

5。 什器備品

6。 絵   画

7.刊行物・服飾品棚卸現在高

¥13

昭和

“

年 3月 31三日現在

と土地を担保として

財   産

金

(資産の部)
1.基本財産

2.現金および預貯金

3。 建物および土地

4.図 監を録

　

暉

目

　

茂

産

　

倉

財

　

小

び
査

北
海
道
支
部
総
会

北
海
道
支
部
総
会
は
、
五
月
十
四
日

札
幌
駅
前
雪
印
パ
ー
ラ
ー
で
開
か
れ
、

昭
和
五
十
七
年
度
事
業
報
告
、
収
支
決

算
承
認
、
昭
和
五
十
八
年
度
事
業
計
画

収
支
予
算
案
が
承
認
さ
れ
、
支
部
役
員

を
選
任
し
た
。

支
部
委
員

副
支
部
長
　
兼
平
治
水

山
川
　
力

自
然
保
護
　
小
林
　
年
　
辻
井
達

一

企
　
画
　
　
新
妻
　
徹

会
報
記
録
　
石
井
忠
雅
　
及
川
敬

一

集
　
会
　
　
浅
利
欣
士
口　
小
杉
伸

一

柳
田
凍
子
　
川
越
昭
夫

亀
井
秀
子
　
三
浦
勝
幸

事
務
局
　
　
平
野
　
明

会
計
監
事
　
横
江

一
郎
　
金
井
五
郎

五
十
八
年
度
事
業
計
画

七
月
二
日
―
七
月
四
日

羅
臼
岳
十
五
周
年
記
念
山
行

九
月
二
十
三
日
　
観
月
会

十
二
月
十
日
　
　
忘
年
会

二
月
十

一
日
　
　
ニ
セ
コ
ス
キ
ー
等

（出
席
者
）

水
科
行
雄
、
朝
比
奈
英

三
、
亀
井
秀
子
、
柳
田
凍
子
、
及
川

敬

一
、
小
林
年
、
浅
利
欣
吉
、
新
妻

徹
、
野
田
四
郎
、
川
越
昭
夫
、
三
浦

勝
幸
、
大
塚
武
、
赤
石
喜
恵
子
、
加

藤
正
己
、
兼
平
治
水
、
大
野
秀
樹
、

平
野
明
、石
井
忠
雅
、
萩
千
賀
、沼
崎

勝
洋
、
横
江

一
郎
、
久
保
田
優

一
、

淡
川
舜
平
、
牧
野
昭
蔵
、
佐
々
木
孝

雄
、
泉
亮

種 類 預   入   先 金  額

貸付信託 三井信託銀行 本店
日本信託銀行 本店
中央信託銀行 本店

2,g80,000FI

420,000

5 ,200,000

合 計 8,000,000

題   名 種類・号数 作 者 名 掲載,保管場所

白   馬   岳
富 士 山 麓
田 代 池 の 自 樺
群       猿
伊 豆 半 島
針  の  本 _峠
徳本峠から穂高渾峰
初 冬 の 両 神 山
鳥 (カ ッ ト原 画 )
メ・―ル ドグ ラ ス
モ ン プ ラ ン
後 立 山 連 峰
カンチェンジュンガ
ユングフラウ
(1966年作)

個 沢 よ り北 穂 高
槍 ケ 岳 初 夏
カンチェンジュンガ

北 穂 高 滝 谷
或 朝 の 槍 ケ 岳
北 穂 高 岳 主 峰
槍   ケ   缶
タンポチ ェの僧 院
ジェルパ ニ の 親 子

∞
２５
６
絵
　
　
絵
　
絵
グ
　
彩
グ
　
　
　
　
ル

Ａ．
Ａ．
一型
十　

・・０

・・０

　

・・０

　

ツチン
″
　

ツチン
　
油
彩一６
二．０
″

一２５
期

一２５

一
Ｐ８
一”
一紳
″

油
油
油
墨
油
油
墨
油
墨

工
　
水

工
　
　
水
油
パ
油
油
油
油
水
水

郎
吉
郎
三
吉
吉
松
吉
二
　
　
郎

ツ
　
男
男
郎
二
郎
郎
郎
郎
恒
恒

太
之
太
鶴
之
之
吟
之
鶴
　
　
太
ギ
ト
寿
寿
太
代

一
一
一
一

清
猪
清
　
猪
猪
　
猪
　
　
　
清
ラ
イ
　
　
清
千
源
源
源
源

村
木
村
井
木
木
田
木
井
　
　
村

ユ
ワ
里
里
村
崎
立
立
立
立
野
野

中
茨
中
石
茨
茨
石
茨
石
　
　
中
ン
ト
山
山
中
矢
足
足
足
足
清
清

館
　
＞
室
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＞
室
＞
＞
　
室
＞
所
＞

辟
　
室
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
室
　
室
室
　
　
室
究
室

覇
　
話
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
会
　
会
話
　
　
話
研
会

解

″
轍
書

″
″
″
″
″
″
″
″
″
″
篠
書
篠
戯

″
書
鉄
崎
條

″

民
　
所
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
所
　
所
所
　
　
所
地
所

本
　
務
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
務
　
務
務
　
　
務
高
務

日
　
事
図
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
事
図
事
事
　
図
事
上
事

種 類 預   入   先 金  額

振替貯金

普通預金

金現

普通預金

定期預金

定期預金

東京地方貯金局

(退職給 与 積 立 金)

計

市

市

行

行

銀

銀

和

菱

協

三

支 店搬

店

店

本

本

本

行

行

行猥

銀
銀
諸

和
京
焔

三

東

中

ヶ谷支店

ヶ谷支店

三井信託銀行 新宿西日支店
日本信託銀行 本店
協和銀行市ヶ谷支店

協和銀行市ヶ谷支店 (図書出版研究基金)

(   ″

/長 期 計 画
備` 積  立
(終身会 費 積 立

〈
口

Itl

3,325t J

386,737

L,526,580

290,872

18,516

1 ,673

7 ,230
91,4()8

4L,437

9,000,000

917,973

6,000,000

3,4oo,o0o

500,000

2,000,000

24,185,751

・ペナント・ トレーそ

〈
口

1,461,490

2,673,110

A 事務所および図書室
場所 東京都千代田区四番町 5番 4
構造 鉄筋コンクリート造,陸屋根,地下 1階
付 5階建

(事務所)区分所有建物 1階部分 103.32m2

宅地持分 1,124.56m2× 339/10,000

(図書室)区分所有建物 1階部分 55.22m2

宅地持分 1,124,56m2× 339/10,000

B 上高地山岳研究所
場所 長野県南安曇郡安曇村上高地国有林 114
い林小班

構造 鉄筋コンクリート造 (一部木造)1棟
100。 691Υ12

金  額

72,720,170円

9,583,808円

合 計 82,303,978円

摘

1
1   月

(8)
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秋

田
支
部

総
会

昭
和
五
十
八
年
度
総
会
は
、
五
月
十

五
日
午
後

一
時
よ
り
、
秋
田
市
の
労
働

福
祉
セ
ン
タ
ー
に
於
て
開
催
さ
れ
た
。

福
田
副
支
部
長
の
開
会
の
言
葉
に
始

ま
り
、
出
席
会
員
（委
任
共
）を
確
認
、

岡
田
支
部
長
挨
拶
の
後
、
議
事
に
移

っ

た
。
主
な
る
内
容
次
の
通
り
。

一
、
昭
和
五
十
七
年
度
事
業
報
告

二
、
同
決
算
報
告

三
、
昭
和
五
十
八
年
度
事
業
計
画

ａ
総
会
、
委
員
会
の
開
催

ｂ
第
二
回
東
北
支
部
集
会
参
加

ｃ
山
行
　
ニ
ツ
森
、
コ
シ
キ
岳

ｄ
会
報
の
発
行

（
二
回
）

ｅ
会
費
納
入
方
法
、
そ
の
他

四
、
昭
和
五
十
八
年
度
予
算

一
六
〇
、
○
○
○
円

五
、
会
員
確
認
　
二
名
除
籍

六
、
役
員
改
選

（委
員
、
監
事
）

全
員
留
任

総
会
終
了
後
、
懇
親
会
を
開
催
し
、

午
後
五
時
過
ぎ
散
会
し
た
。

熊
本
支

部
総

会

五
月
二
十
八
日
、
熊
本
県
阿
蘇
郡
高

森
町
の
こ
の
春
開

店

し
た
ペ
ン
シ
ヨ

ン
、
フ
ラ
ワ
ー
ガ
ー
デ
ン
に
十
四
名
が

集
り
、
午
後
六
時
よ
り
今
年
度
総
会
を

開
い
た
。
型
通
り
の
総
会
が
終
り
、
恒

例
の
懇
親
会
に
移
り
、
ビ
ー
ル
の
ほ
か

会
員
差
入
れ
の
人
参
焼
酎
、
米
焼
酎
、

芋
焼
酎
と
豊
富
な
九
州
の
焼
酎
を
賞
味

し
な
が
ら
時
の
た
つ
の
を
忘
れ
た
。

翌
二
十
九
日

（
日
）
は
、
晴
天
に
恵

ま
れ
、
全
員
阿
蘇
火
口
に
近
い
皿
山
に

登

っ
た
。
午
前
八
時
ペ
ン
シ
ヨ
ン
を
出

発
、
ま
ず
高
森
の
町
は
ず
れ
に
あ
る
穿

戸
羅
漢
山
に
登

っ
た

（登
り
二
十
分
）。

朝
の
ひ
ん
や
り
と
し
た
森
林
の
な
か
、

老
杉
の
木
の
間
に
少
々
急
な
参
道
を
登

り
、　
一
汗
流
し
た
と
こ
ろ
に
数
体
の
石

仏
を
安
置
し
た
小
さ
な
洞
窟
が
見
え
て

き
た
。
穿
戸
と
い
う
よ
う
に
岩
は
人

一

人
通
れ
る
ほ
ど
の
穴
が
あ
い
て
い
る
。

そ
の
上
が
展
望
所
に
な
っ
て
い
て
、
そ

こ
か
ら
眺
め
る
景
色
は
、
阿
蘇
五
岳
を

前
に
、
眼
下
に
南
郷
谷
、
南
外
輪
山
の

パ
ノ
ラ
マ
で
、
脚
下
に
ひ
ろ
が
る
谷
間

を
見
下
す
と
、
切
り
落
ち
た
断
崖
は
足

の
す
く
む
感
じ
で
あ
っ
た
。

皿
山

へ
は
車
で

一
路
山
上
火
ロ
ヘ
と

向
い
、
山
上
広
場
で
車
を
す
て
、
砂
千

里
よ
り
山
頂

へ
は
十
時
四
十
分
に
着
い

た

（登
り
五
十
分
）。

皿
山
は
南
端
に
二
等
三
角
点

一
三
〇

三
メ
ー
ト
ル
が
あ
っ
て
、
山
の
造
成
は

太
古
に
阿
蘇
山
が
数
次
に
わ
た
り
爆
発

し
た
さ
い
、
火
日
外
輪
壁
の
一
角
が
取

り
残
さ
れ
て
で
き
た
山
で
あ
る
。
山
頂

一
帯
に
は
以
前
は
爆
裂
石
で
あ
る
皿
石

が
多
く
見
ら
れ
た
が
、
今
は
完
全
な
形

を
し
た
も
の
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
皆

一

様
に
下
を
向
い
て
歩
い
て
い
た
が
、
適

当
な
石
は
見
あ
た
ら
な
い
。

私
ど
も
は
、
ミ
ヤ
マ
キ
リ
シ
マ

（
つ

つ
じ
科
）
の
開
花
と
い
う
、
い
い
時
期

に
来
た
も
の
で
、
こ
の
皿
山
を
は
じ
め

山
上
広
場
、
鳥
帽
子
岳
、
杵
島
岳
、
往

生
岳
と
遠
く
か
ら
眺
め
て
、　
一
面
真
赤

な
じ
ゆ
う
た
ん
を
敷
き
つ
め
た

よ
う

・―
―
追加

藤
泰
安
氏

の
逝
去
を
悼
む

折

井

健
　
一

小
止
み
な
く
吹
雪
の
続
く
毎
日
の
槍
平
小
屋
で
、
出
牛

陽
太
郎

（故
人
）
と
私
だ
け
の
二
人
の
生
活
は
、
佗
し
さ

と
目
指
す
峰

へ
の
試
登
の
機
会
も
与
え
ら
れ
ず
に
、
焦
躁

と
苦
悩
に
満
ち
た
忍
従
の
営
み
を
余
儀
な
く
さ

れ

て

い

た
。
そ
の
二
月
下
旬
の
或
る
日
、
四
人
組
の
パ
ー
テ
イ
ー

が
吹
雪
の
中
を
登

っ
て
来
た
。
小
屋
の
空
気
が
急
に
明
る

く
な

っ
た
よ
う
な
気
が
し
た
。

「
い
ろ
り
」
に
薪
を
つ
ぎ

た
し
、
焔
を
大
き
く
し
て
せ
め
て
も
の
、
も
て
な
し
と
し

た
。泰
安
さ
ん
を
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
槍
ケ
岳

へ
登
る
と
い
う

一
行
で
あ

っ
た
。

泰
安
さ
ん
と
の
付
き
合
い
は
昭
和
七
年
の
こ
の
日
か
ら

だ
っ
た
。
そ
の
時
の
こ
と
が
昨
日
の
よ
う
に
記
憶
に
よ
み

が
え
っ
て
く
る
。
長
い
単
調
な
山
小
屋
生
活
で
、
愉
し
み

の
一
つ
で
あ
る
喰
べ
る
た
め
の
食
糧
も
、
こ
の
頃
で
は
底

を
つ
き
、
面
倒
く
さ
さ
も
手
伝

っ
て
、
毎
日

の
食

事

は

「味
噌
汁
お
じ
や
」
と
言
う
惨
め
さ
の
最
中
に
、
泰
安
給

与
の
餌
は
流
石
に
恵
み
の
味
で
あ
っ
た
。

後
年
、
泰
安
さ
ん
は

「出
し
た
物
は
何
ん
で
も
喰
べ
て

し
ま
う
無
遠
慮
な
連
中
に
会

っ
た
の
は
初
め
て
だ
っ
た
」

と
ば
や
い
て
い
た
。

と
も
か
く
血
筋
は
争
え
ぬ
も
の
で
、
泰
安
さ
ん
は
四
国

違
い
は
ど
う
に
も
な
ら
な
か
っ
た
。

そ
れ
か
ら
五
十
有
余
年
の
付
き
合
い
の
裡
で
、
私
は
教

え
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、
私
の
日
本
山
岳
会
に
入
会
の
契

機
と
も
な
っ
た
。

泰
安
さ
ん
は
、
昭
和
六
年
に
は
冬
期
の
槍
、
穂
高
縦
走

を
果
た
し
た
実
績
を
持
ち
、
京
都
大
学
時
代
か
ら
は
さ
ら

に
よ
い
先
輩
に
も
恵
ま
れ
て
、
冬
の
自
頭
山
か
ら
満
蒙
踏

査
を
行
な

っ
た
。

戦
後
は
マ
ナ
ス
ル
第

一
次
隊
員
に
選
ば
れ
て
、
ネ
パ
ー

ル
を
初
め
カ
ラ
コ
ル
ム
、
ニ
ュ
ー
ギ

ニ
ヤ
等
の
山
々
を
単

に
ピ
ー
ク
ハ
ン
タ
ー
と
言
う
こ
と
で
な
く
、
広
い
地
域
に

亘
っ
て
の
探
検
的
登
山
を
し
て
、
海
外
遠
征
の
足
跡
に
日

ざ
ま
し
い
業
績
を
残
し
て
い
る
。

泰
安
さ
ん
の
著
書

「森
林
・草
原
・氷
河
」
は
、
彼
の
山

の
遍
歴
と
山
に
対
す
る
心
情
を
よ
く
物
語

っ
て
い
る
が
、

優
れ
た
山
の
名
著
の
列
に
加
え
ら
れ
る
所
以
を
読
み
と
る

こ
と
が
で
き
る
。

時
折
、
酒
が
入
る
と

「
ヤ
ク
ザ
稼
業
の
足
を
洗
わ
な
け

れ
ば
」
な
ど
と
言
い
な
が
ら
も
、
山
岳
会
の
仲
間
が
好
き

で
、
山
岳
会
を
愛
し
続
け
、
誰
れ
か
ら
も

「
タ
イ
ア
ン
」

と
呼
ば
れ
て
敬
愛
さ
れ
た
。

後
輩
の
指
導
も
よ
く
し
て
い
た
が
、
や
が
て
は
会
長
も

努
め
て
貰
え
た
筈
な
の
に
、
こ
の
十
年
近
く
も
健
康
が
勝

れ
ず
、
闘
病
生
活
の
う
ち
に
去
る
四
月
二
十
四
日
、
不
帰

の
客
と
な
ら
れ
た
こ
と
は
、
巨
星
の
墜
ち
た
感
が
し
て
何

と
も
惜
し
ま
れ
て
な
ら
な
い
。

昭
和
五
十
六
年
度
、
名
誉
会
員
に
推
挙
さ
れ
、
そ
の
年

次
晩
餐
会
の
席
上
で
、

「近
頃
は
体
も
衰
え
て
、
会
に
も

山
に
も
行
か
ず
、
家
で
じ
っ
と
し
て
い
る
だ
け
だ
が
、
治

れ
ば
も
う
少
し
役
に
た
つ
か
も
知
れ
な
い
が
、
し
か
し

一

寸
そ
の
望
み
も
な
い
し
」
と
挨
拶
さ
れ
た
。
私
に
は
胸
の

熱
く
な
る
よ
う
な
気
が
し
た
こ
と
を
、
い
ま
思
い
出
し
て

い
る
。
　
　
　
　
　
　
（昭
和
三
十
八
年
六
月
六
日
記
）

（カ
ッ
ト

・
官
下
啓
三
）

講
"a
加藤泰安

り
大
洲
の
城
主

月
の
家
柄
で
あ

浸
り
、
こ
ち
ら

れ
は
秩
父
と
信

の
州
の
百
姓
育

嫌
ち
で
、
何
ん

Ｆ

と
も
育
ち
の

(9)
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に
、
緑
や
茶
褐
色
の
原
野
に

一
段
と
色

彩
を
添
え
て
い
る
。
こ
の
皿
山
で
も
足

下
に
ミ
ヤ
マ
キ
リ
シ
マ
の
華
や
か
な
開

花
と
、
そ
の
陰
に
か
く
れ
て
地
面
を
は

う
よ
う
に
、
マ
イ
ズ
ル
草
の
可
憐
な
群

落
が
ひ
と
き
わ
眼
を
ひ
い
て
い
た
。
こ

の
ミ
ヤ
マ
キ
リ
シ
マ
は
昨
年
ま
で
害
虫

の
た
め
か
育
成
が
心
配
さ

れ

て

い
た

が
、
今
年
は
県
や
町
、
自
然
保
護
団
体

等
の
努
力
で
、
き
れ
い
な
花
を
咲
か
せ

る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

こ
の
日
は
お
天
気
が
よ
く
て
、
遠
く

祖
母
山
や
諸
塚
山
、
九
州
脊
梁
山
脈
の

山
々
が

一
望
の
う
ち
に
望
ま
れ
、
す
っ

か
り
景
色
の
よ
さ
と
谷
間
の
花
に
見
と

れ
て
し
ま
い
、
頂
上
で
は
四
十
分
以
上

も
時
間
を
費
し
て
し
ま
っ
た
。

（参
加
者
）
　

西
沢
健

一
、
馬
場
猛
、

馬
場
千
代
子
、
佐
藤
光
俊
、
石
井
久

夫
、
本
田
誠
也
、
和
仁
古
昇
、
大
木

野
徳
敏
、
大
木
野
マ
ツ
子
、
菊
池
更

生
、
樋
口
格
、
樋
口
洋
子
、
田
上
敏

行
、
川
端
浩
文

（西
沢
）

門
田

の
ア
イ
ゼ

ン
が
世
に
出
た
頃

（下
）

広
　
瀬

潔

め
て
良
好
だ
っ
た
。

思
う
存
分
厳
冬
の
富
士
山
頂
の
景
観

を
満
喫
し
た
後
、
下
山
の
際
は
、
当
時

若
い
元
気
者
揃
い

（私
は
四
十
歳
台
、

深
田
氏
は
三
十
歳
台
、
和
久
田
氏
は
二

十
歳
台
）
だ
っ
た
上
、
雪
に
も
恵
ま
れ
、

二
月

一
日
和
久
田
氏
は
御
殿
場
口
登
山

路
沿
い
に
九
合
か
ら
馬
返
し
ま
で
高
度

差
二
六
〇
〇
月
、
翌
日
、
深
田
氏
と
私

は
頂
上
最
高
地
点
剣
ケ
峰
絶
頂
か
ら
成

就
沢
（旧
名
不
浄
沢
）経
由
、
深
田
氏
は

馬
返
し
ま
で
高
度
差
二
七
五
六
肝
、
私

は
五
本
松
ま
で
高
度
差
二
九
四
五
腐
、

夫
々
ス
キ
ー
大
滑
走
が
出
来
た
の
は
痛

快
だ
っ
た

（詳
細
は
深
田
氏

『氷
雪
の

富
士
山
』
、
拙
稿

「氷
雪
の
富
士
行
」

参
照
）。

和
久
田
氏
は
そ
の
後
、
長
年
ド
イ
ツ

滞
在
中
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

・
ア
ル
プ
ス
の
山

々
を
広
く
遍
歴
。
ま
た
晩
年
は
カ
ナ
デ

イ
ア
ン
ロ
ツ
キ
ー
の
氷
河
散
歩
や
、
ヒ

マ
ラ
ヤ
高
峰
展
望
散
索
を
楽

し
ん
だ

が
、
い
つ
も
愛
用
の
門
田
ア
イ
ゼ
ン
、

ピ
ッ
ケ
ル
を
携
え
て
い
た
こ
と
は
い
う

ま
で
も
な
い
。

（付
記
）
和
久
田
氏
は
三
井
物
産
で
は

「技
術
室
長
」
「化
学
機
械
部
長
」
を

歴
任
。
機
械
技
術
の
開
発
で
広
く
国

際
貿
易
に
貢
献
。
そ
の
後
東
邦
物
産

常
務
取
締
役
を
経
て
、
現
在
故
郷
浜

松
市
で
城
北
機
械
社
長
と
し
て
、
車

輌
工
場
を
自
営
。
七
十
四
才
。

第
二
十

一
回
木
暮
理
太
郎

翁
碑
前
祭

五
月
十
四
日
、
新
緑
萌
え
る
金
山
平

に
お
い
て
、
恒
例
の
木
暮
理
太
郎
翁
碑

前
祭
が
催
さ
れ
た
。
今
年
は
第
二
十

一

回
に
当
た
る
。
木
暮
先
生
の
遺
徳
を
し

の
ぶ

「霧
の
旅
」
の
人
々
を
は
じ
め
ハ

地
元
有
志
の
心
の
こ
も

っ
た
山
菜
料
理

に
ひ
か
れ
る
人
ま
で
、
毎
年
の
馴
じ
み

の
顔
ぶ
れ
が
集
ま
っ
た
。

碑
前
祭
は
午
後
四
時
半
か
ら
行
わ
れ

た
。
山
村
正
光
氏
の
司
会
で
、
ま
ず
山

崎
金
次
郎
氏
が

「昨
年
、
お
そ
ら
く
来

年
は
無
理
だ
ろ
う
と
言

っ
た
が
、
ま
た

来
ま
し
た
」
と
意
気
さ
か
ん
な
と
こ
ろ

を
見
せ
、
続
い
て
名
誉
会
員
交
野
武

一

氏
が
挨
拶
、
近
藤
信
行
が

「木
暮
さ
ん

の
山
」
に
つ
い
て

一
言
、
最
後
に
神
原

忠
夫
氏
が
持
参
の
プ
リ
ン
ト
を
配
布
し

た
の
ち

「木
暮
理
太
郎
研
究
」
の

一
端

を
披
露
し
た
。
自
ら
を
語
る
こ
と
の
少

な
か
っ
た
木
暮
さ
ん
だ
け
に
、
そ
の
生

涯
に
は
謎
の
部
分
が
多
い
と
の
こ
と
だ

っ
た
。
夕
刻
か
ら
は
有
井
館
の
座
敷
を
ぶ
ち

ぬ
い
た
広
間
で
大
宴
会
。
名

コ
ッ
ク
長

堀
口
丈
夫
氏
指
揮
の
も
と
に
、
世
話
人

の
人
々
が
腕
を
ふ
る
っ
た
料

理
が
並

ぶ
。
馬
刺

（霜
降
り
の
極
上
）
、
山
菜
の

天
ぶ
ら
、た
ら
の
芽
の
胡
桃
あ
え
等
々
。

煮
貝
は
故
人
と
な
ら
れ
た
前
支
部
長
三

井
松
男
氏
の
夫
人
か
ら
の
差
入
れ
で
あ

る
。今
年
は
木
暮
さ
ん
の
ご
家
族
が
病
気

の
た
め
欠
席
で
残
念
だ
っ
た
が
、
神
谷

恭
氏
の
子
息
量
平
氏
が
新
婚
の
娘
夫
婦

を
つ
れ
て
の
参
加
で
、
老
若
男
女
、
和

木
暮
翁
の
碑
前
で撮
影
・
山
村
正
光

や
か
な
う
ち
に
会
を
終
わ
っ
た
。

翌
十
五
日
は
、
快
晴
の
う
ち
に
日
向

山

（
一
六
五
九
）
に
向

っ
た
。
八
十
歳

を
越
え
た
野
口
末
延
氏
夫
妻
も
元
気
に

頂
上
を
踏
ま
れ
た
。
雁
ケ
原
か
ら
の
甲

斐
駒
は
迫
力
に
み
ち
、
ふ
り
返
る
と
八

ケ
岳
の
山
な
み
が
美
し
い
姿
を
見
せ
て

い
た
。

（参
加
者
）
野
口
末
延
　
野
口
よ
う
、

宮
下
啓
三
、
高
山
鉄
男
、
松
本
熊
次

郎
、
交
野
武

一
、
神
原
忠
夫
、
鳥
居

亮
、　
一
柳
し
ず
江
、
冨
田
郁
夫
、
山

そ
れ
か
ら
二
年
ほ
ど
た
っ
た
昭
和
十

年
五
月
、
富
士
山
東
面
に
大
き
な
雪
崩

（雪
代
）
が
出
た
の
で
、
私
は
写
真
撮

影
の
た
め
の
踏
査
を
し
た
帰
路
、
宝
永

沢
で
春
の
ザ
ラ
メ

・
ス
キ
ー
を
楽
し
み

に
来
て
い
た
深
田
久
弥
氏
と
偶
然
出
合

つ
た
。
深
田
氏
が
名
著

『
わ
が
山
山
』

を
発
刊
し
た
直
後
で
、
私
も
「冬
富
士
」

の
記
事
を
あ
ち
こ
ち
の
登
山
誌
に
書
い

て
い
た
の
で
、
お
互
に
名
前
は
知
り
合

つ
て
い
た
が
、
こ
れ
が
始
め
て
の
出
合

だ
つ
た
。
（同
氏

「富
士
七
合
目
ま
で
」

参
照
。
そ
の
後
同
氏
と
は
、
亡
く
な
る

ま
で
三
十
余
年
親
交
が
続
く
）

昭
和
十
四
年
、
深
田
氏
か
ら
厳
冬
の

富
士
山
を
案
内
す
る
よ
う

に
頼

ま
れ

た
。
丁
度
よ
い
機
会
な
の
で
、
門
田
の

ア
イ
ゼ
ン
が
活
躍
し
て
い
る
状
況
も
見

せ
た
い
と
、
和
久
田
氏
も
誘

っ
て
同
行

す
る
こ
と
に
な

っ
た
。

（和
久
田
氏
は

昭
和
九
年
北
大
卒
業
後
、
三
井
物
産
の

機
械
部
に
入
社
し
て
い
た
の
で
、
三
井

銀
行
勤
務
の
私
と
は
す
で
に
堀
懇
だ
っ

た
）和
久
田
氏
は
愛
用
の
門
田
ピ
ッ
ケ
ル

第

一
号
と
ア
イ
ゼ
ン
を
携
え
て
、　
一
行

に
加
わ
っ
た
。
山
頂
観
測
所
に
滞
在
し

た
が
、
快
晴
に
恵
ま
れ
、
お
鉢
回
り
を

し
て
四
囲
の
展
望
を
楽
し
ん
だ
。
ま
た

大
火
日
の
急
な
堅
い
氷
壁
を
火
口
底
ま

で
上
下
し
て
、
門
田
製
品
の
構
造
や
材

質
を
更
め
て
検
討
し
た
が
、
結
果
は
極

東

西

南

レ
Ｌ
Ｊ
月

(10)
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崎
郁
郎
、
神
谷
量
平
、
同
徹
、
同
秀

子
、
山
崎
金
次
郎
、
近
藤
緑
、
鶴
岡

元
之
助
、
川
上
光
久
、
近
藤
信
行
、

岡
部
み
ち
子
、
小
松
崎
和
子
、
小
松

崎
幸
子
、
金
子
弘
枝
、
名
児

耶
達

男
、
前
田
清
子
、
小
林
基
子
、
今
井

洋
地
、
篠
原
健
夫
、
石
垣
政
雄
、
平

井
和
雄
、
荻
原
賢
司
、
山
本
稔
、
堀

口
丈
夫
、
山
村
正
光
、
山
村
秀
子
、

以
上
三
十
五
名
　
　
（近
藤
　
緑
）

岩
手
支
部
春
季
例
会

こ
れ
ま
で
岩
手
支
部
の
恒
例
山
行
は

北
上
山
地
の
地
ぶ
く
れ
と
、
そ
の
山
峡

の
し
じ
ま
の
、
塩
の
道
時
代
か
ら
の
宿

と
、
鉱
泉
の
い
ろ
り
ば
た
に
限
ら
れ
て

い
た
。
そ
れ
ら
の
山
々
の
主
な
山
名
を

挙
げ
る
と
、
遠
野
の
石
上
山
、
大
麻
部

山
、
物
見
山
、
川
井
村
の
兜
明
神
、
岩

神
山
、
紫
波
町
の
黒
森
山
、
朝
島
、
岩

泉
町
の
安
家
森
、
黒
森
山
、
毛
無
森
、

江
刺
市
の
物
見
山
や
、
高
田
市
の
氷
上

山
、
新
里
村
の
峠
の
神
山
、
害
鷹
森
と

今
回
の
祢
々
子
森
等
で
あ

る
。　
そ

の

都
度
、　
こ
の
地
に
興
味
の
あ

る
今
西

錦
司
、
望
月
達
夫
、
川
崎
精
雄
、
牧
野

衛
、
神
戸
恵
子
の
諸
氏
に
も
連
絡
、
幾

度
か

一
緒
に
杖
を
ひ
か
れ
た
。

祢
々
子
森
は
、
柳
田
国
男
の
遠
野
物

語
に
出
て
く
る
マ
ヨ
イ
ガ
の
伝
説
の
自

身
山

（自
望
山
）
の
山
続
き
の
地
ぶ
く

れ
で
、
宮
古
街
道
よ
り
南

に
入

っ
た

『山
日
記
』
を
ご
愛
用
下
さ
い

所
、
そ
の
や
や
こ
し
い
地
名
考
も
解
明

で
き
ず
、
今
後
の
宿
題
と
な

っ
た
。

五
月
十
五
日
、
快
晴
、
前
日
ま
で
の

悪
天
候
と
は
う

っ
て
変
り
、
お
だ
や
か

な
朝
で
あ
っ
た
。
望
月
、
川
崎
、
牧
野

の
三
氏
は
、
六
角
牛
山
、
五
葉
山
を
連

日
か
け
て
の
参
加
。

新
里
駅
前
の
宿
か
ら
国
道
を
西

へ
、

三
石
ト
ン
ネ
ル
前
か
ら
昨
年
台
風
で
流

さ
れ
た
仮
橋
を
渡
る
。
東
北
電
力
の
ダ

ム
が
あ
る
。
三
つ
目
の
沢
か
ら
林
道
を

登
り
、

ハ
ル
リ
ン
ド
ウ
、
シ
ラ
ネ
ア
オ

イ
の
大
群
落
、
遠
く
秘
峯
の
高
滝
森

ヘ

の
稜
線
が
見
え
る
。
道
が
切
れ
ウ
リ
ズ

ラ
カ
ツ
ラ
の
多
い
雑
木
林
の
踏
跡
を
辿

る
。
二
等
三
角
点
、
山
頂
に
達
す
る
。

も
の
す
ご
く
見
晴
し
が
い
い
。
早
池

峯
と
薬
師
が
対
峙
し
、
自
身
山
や
長
者

森
よ
り
の
眺
め
よ
り
素
晴
ら
し
い
。
パ

ノ
ラ
マ
は
、
盟
主
早
池
峯
を
中
心
に
、

南
に
薬
師
、
石
上
山
、
オ
ー
ズ
岳
、
そ

の
奥
に
六
角
牛
、
自
身
、
長
者
、
高
滝

森
、
蓬
平
、
ま
た
西
北
に
兜
明
神
、
青

松
葉
、
サ
ク
ド
カ
森
、
害
鷹
森
、
シ
ャ

ー
プ
な
堺
の
神
、
あ
す
登

る
峠

の
神

と
、
三
六
〇
度

一
杯
で
あ
る
。
岩
手
支

部
は
楽
し
い
時
に
は
よ
く
唱
う
。
南
部

牛
追
歌
が
そ
れ
。
朗
々
と
響
く
。

（参
加
者
）

阿
部
国
雄
、
田
鎖
寿
、

鹿
野
松
男
、
和
田
庄
司
、
八
重
樫
芳

令
、佐
藤
正
、関
口
宏
、小
日
洋
右
、宮

伸
穂
、
田
村
寿
男
、
石
村
実
、
石
村

日
満
子
、
佐
藤
敏
彦
、
佐
藤
紀
子
、

（県
外
）
望
月
達
夫
、
川
崎
精
雄
、

牧
野
衛
、
神
戸
恵
子
（佐
藤
　
敏
彦
）

図
書
委
員
会
懇
親
会

や
ど
り
ぎ
自
然
体
養
村
か
ら

シ
ダ

ン
ゴ
山

ヘ

五
月
二
十
八

・
二
十
九
日
の
両
日
、

西
丹
沢
の
や
ど
り
ぎ
自
然
休
養
村
の
デ

ン
。
キ
ャ
ン
プ
で
、
図
書
委
員
会
の
懇

親
会
と
山
行
が
行
な
わ
れ
た
。
若
者
代

表

（？
）
の
先
発
五
名
は
寄
小
屋
ま
で

車
で
入
り
、
寄
沢
を
詰
め
て
新
緑
の
美

し
い
鍋
割
山
に
登

っ
た
。
頂
上
で
は
、

さ

つ
そ
く
ワ
イ
ン
で
乾
杯
し
、　
一
時
間

程
歓
談
し
た
。
雨
山
峠
か
ら
は
、
寄
小

屋
方
面
と
雨
山

・
槍
岳
方
面
に
別
れ
て

下
山
し
た
。

懇
親
会
は
、
デ
ン
・
キ
ャ
ン
プ
の
屋

外
の
大
き
な
木
の
宴
卓
を
囲
み
、
早
々

と
四
時
よ
り
開
か
れ
た
。
三
々
五
々
集

ま
っ
た
参
加
者
は
総
勢
十

七
名

と
な

り
、
賑
や
か
な
会
に
な

っ
た
。
酒
の
つ

ま
み
は
材
料
を
持
込
ん
で
の
手
作
り
で

こ
れ
が
ま
た
酒
の
量
を
増
す
こ
と
に
な

り
、
夜
遅
く
ま
で
談
笑
が
続
き
、
最
後

は
歌
で
お
開
き
と
な
っ
た
。

明
け
て
二
十
九
日
は
、
あ
や
し
い
天

気
だ
っ
た
が
、
予
定
の
高
松
山
を
変
更

し
て
、
シ
ダ
ン
ゴ
山

へ
十
三
名
で
出
か

け
た
。
思

っ
た
よ
り
急
な
登
山
道
を
イ

チ
ゴ
を
摘
み
な
が
ら
、
昨
夜
の
酒
を
汗

と
流
し
た
。
頂
上
直
下
で
と
う
と
う
雨

が
降
り
始
め
、
頂
上
で
は
本
降
り
と
な

っ
た
。
さ

っ
そ
く
頂
上
で
傘
を
差
し
な

が
ら
ウ
イ
ス
キ
ー
で
乾
杯
し
、
昨
夜
の

残
り
物
を
つ
ま
み
に

一
時
間
程
ね
ば

っ

た
後
、
寄
バ
ス
停

へ
下

っ
た
。
タ
ク
シ

ー
で
新
松
田
駅

へ
行
き
、
駅
前
の
焼
肉

屋
で
ビ
ー
ル
で
締
め
く
く
り
の
乾
杯
を

行
な

っ
た
。

（参
加
者
）
　

山
崎
、
島
田
、
近
藤
、

大
橋
、
伊
藤
、
越
田
夫
妻
、
河
野
、

大
森
、
千
葉
、
岡
沢
、
泉
、
飯
田
、

大
関
、
平
井
、
松
家
、
神
戸
（河
野
）

第

二
回
東
北
各
県
支
部

会
員
親
睦
会
と
親
睦
山
行

（金
華
山
）

五
月
二
十
八
日

（土
）
、　
二
十
九
日

（日
）
の
両
日
、
好
天
気
に
恵
ま
れ
た

太
平
洋
に
う
か
ぶ
小
島
の
金
華
山
黄
金

山
神
社
で
、
第
二
回
東
北
各
県
支
部
会

員
親
睦
会
が
開
か
れ
た
。

二
十
八
日
、鮎
川
港
か
ら
船
で
渡
り
、

鹿
の
歓
迎
を
う
け
、
午
後
四
時
黄
金
山

神
社
の
参
集
殿
に
集
ま
る
。
参
加
者

一

同
夕
陽
に
は
え
る
海
を
望

む
潔
斎

場

（大
浴
場
）
で
身
を
清
め
、
午
後
六
時

担
当
支
部
伊
達
会
員
の
挨
拶
で
親
睦
会

が
は
じ
ま
る
。
中
島
会
員

（福
島
）
よ

り
Ｊ
Ａ
Ｃ
東
北
ブ

ロ
ッ
ク
集
会
の
経
過

説
明
が
あ
り
、
次
期
開
催
当
番
支
部
を

決
め
る
。
つ
づ
い
て
佐
々
会
長

の
挨

拶
、山
形
の
村
上
会
員
の
音
頭
で
乾
杯
、

宴
会
が
は
じ
ま
る
。
自
己
紹
介
は
官
城

支
部
よ
り
各
県
毎
に
進
み
、
は
る
ば
る

北
海
道
支
部
よ
り
参
加
し
た
会
員
に

一

段
と
高
い
拍
手
が
わ
い
た
。
二
次
会
は

官
城
支
部
会
員
手
造
り
の
海
の
肴
で
か

ざ
ら
れ
、
夜
更
け
ま
で
つ
づ
い
た
。

二
十
九
日
、
濃
霧
の
朝

一
番
、
御
護

摩
祈
祷
で
お
被
い
を
う
け
、
朝
食
を
と

る
。
親
睦
山
行
は
早
だ
ち
す
る
北
海
道

会
員
を
先
頭
に
全
員
山
頂
を
め
ざ
す
。

足
も
と
に
は
、
「
ふ
た
り
し
ず
か
」
「く

り
ん
そ
う
」
が
咲
き
、
野
生
の
鹿
も
姿

を
見
せ
る
。
霧
笛
の
間
え
る
頂
上
で
は

佐
々
会
長
の
音
頭
で
万
才
三
唱
。
記
念

撮
影
の
後
、
下
山
す
る
。
鮎
川
港
で
閉

会
の
集
い
を
開
き
、
再
会
を
約
し
解
散

し
た
。

（参
加
者
）

〈
東
京
〉
佐
々
保
雄
、
同

夫
人
、
原
田
幹
市
、
石
橋
正
美
、板
倉

健
二
、
織
田
沢
美
智
子

〈
秋
田
〉
福

田
文
二
、
鈴
木
清
、北
林
喜
鶴
子
、熊

田
文
雄

〈
福
島
〉中
島
正
夫
、古
市
義

孝
、野
地
克
也
、
水
上
雅
、
笹
川
慶
子

〈
山
形
〉斉
藤
清
吉
、村
上
勝
太
郎
、加

藤
達
男
、後
藤
二
郎
、梅
津
博

〈
北
海

道
〉兼
平
治
水
、
平
野
明
、
柳
田
凍

子
、亀
井
秀
子

〈宮
城
〉伊
達
篤
郎
、

佐
々
木
郁
男
、
千
田
早
苗
、
遠
藤
昭

治
、佐
々
木
豊
喜
、佐
藤
義
正
、
蓬
田

時
男
、
蓬
田
美
枝
子
、高
橋
功
、相
沢

甚
平
、
熊
谷
正
志
、
熊
谷
藤
子
、
佐

々
木
祐
二
、
高
橋
二
義
、
庄
司
駒
男

（庄
司
　
駒
男
）

祢ね
々 ね

子
森
山
行

松本慎太郎
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ウ

ェ
ス
ト
ン
祭

第
二
十
七
回
ウ
エ
ス
ト
ン
祭
は
、
信

濃
支
部
主
催
に
よ
り
六
月
五
日
、
木
々

の
新
芽
の
清
々
し
い
上
高
地
で
行
な
わ

れ
た
。
こ
の
日
、
例
年
雨
の
こ
と
の
多
い
ウ

エ
ス
ト
ン
日
和
と
は
打

っ
て
変

っ
て
、

雲
ひ
と
つ
な
い
快
晴
。
参
加
者
は
、
支

部
会
員
三
十
二
名
を
中
心
に
、
佐
々
会

長
、
田
口
副
会
長
、
折
井
、
村
山
各
評

議
員
に
、
ま
た
山
本
静
岡
支
部
長
な
ど

数
多
く
の
来
賓
が
出
席
し
、
山
の
同
好

者
、
居
合
わ
せ
た
観
光
客
な
ど
、
合
わ

せ
て
五
百
名
程
が
集
う
盛
会
だ
っ
た
。

定
刻
十
時
、
恒
例
エ
ー
デ
ル
ワ
イ
ス

ク
ラ
ブ
の
コ
ー
ラ
ス
に
は
じ
ま
り
、
今

年
は
全
員
で

「雪
山
賛
歌
」
を
合
唱
す

る
な
ど
新
し
い
試
み
や
、
地
元
小
学
生

の
献
花
、
前
記
ク
ラ
ブ
や
少
年
少
女
合

唱
隊
の
献
歌
な
ど
、
ウ
エ
ス
ト
ン
師
の

業
績
を
た
た
え
る
催
事
が
続
い
た
。

記
念
講
演
は
、
村
山
雅
美
評
議
員
の

山
と
極
地
の
共
通
点
や
、
映
画

「南
極

物
語
」
の
大
に
つ
い
て
、
田
口
二
郎
副

会
長
か
ら
は
、
上
高
地
の
今
昔
に
つ
い

て
な
ど
、
興
味
深
い
お
話

し
を
伺

っ

た
。
午
さ
ん
会
は
、
西
糸
屋
山
荘
で
関

係
者
約
七
十
名
が
出
席
、
久
々
の
再
会

を
喜
び
合
い
、
今
年
の
夏
山
の
幸
先
と

上
高
地
の
自
然
保
護
を
願
う
な
ど
、
交

歓
が
会
場
に
溢
れ
た
。

前
日
に
行
な
わ
れ
た
徳
本
峠
越
え
の

記
念
山
行
に
は
、
約
四
百
名
が
参
加
。

日
頃
は
人
影
も
な
い
島
々
谷
に
終
日
、

若
人
の
声
が
こ
だ
ま
し
た
。

（
一
士
心　
幸
夫
）

第
二
回
支
部
間
懇
談
会

日
本
平
山
麓
、
鉄
舟
禅
寺
に
て

昨
年
度
の
諏
訪
湖
畔
で
の
支
部
門
懇

談
会
に
引
続
き
、
今
年
の
懇
談
会
は
静

岡
支
部
の
御
好
意
で
、
山
岡
鉄
舟
ゆ
か

り
の
鉄
舟
禅
寺
で
行
な
わ
れ
た
。

二
月
二
十

一
日
、
総
会
を
終
え
た
会

員
を
乗
せ
た
バ
ス
が
到
着
す
る
と
、
旧

知
の
友
人
、
初
顔
の
人
、
入

り
交

じ

り
、
和
や
か
な
懇
談
会
と
な

っ
た
。　
一

次
会
終
了
後
は
本
堂
で
車
座
に
な
り
、

支
部
の
現
状
及
び
問
題
点
、
日
本
山
岳

会
と
日
山
協

・
岳
連
の
話
等
々
の
話
題

で
、　
一
時
過
ぎ
ま
で
懇
談
し
た
。

翌
二
十
二
日
は
、
六
時
に
起
床
し
、

三
十
分
間
座
禅
を
組
ん
だ
後
、
梅
干
と

お
か
ゆ
の
朝
食
を
と
り
、
寺
の
裏
山
に

あ
る
観
音
堂
で
会
議
を
行
な

っ
た
。

会
議
は
、
会
員
の
モ
ラ
ル
と
入
会
制

度
、
遭
難
対
策
委
員
会
、
日
本
山
岳
会

と
日
山
協
、
会
員
が
求
め
て
い
る
価
値

観
の
多
様
性
と
、
山
岳
会
の
あ
り
方
、

支
部
の
現
状
と
問
題
点
、
支
部
活
動
の

方
向
な
ど
、
活
発
な
意
見
が
交
わ
さ
れ

た
。（参
加
者
）
佐
々
会
長
、
山
田
副
会
長

〈
越
後
〉佐
藤

一
栄
、
金
山
淳
二
〈
関

西
〉
三
上
智
津
子
　
〈
岐
阜
〉
高
橋
達

雄

〈
東

海
〉
小
川
務

〈
静
岡
〉
山

本
朋
三
郎
、
磯
野
兼
二
郎
、
川
端
信

治
、
安
間
荘
、
大
石
惇
、
久
保
田
保

雄
、
家
族

一
名
、
田
辺
恵
造
、
池
和

男
、
望
月
福
次
、
斉
藤
時
雄
、
渡
辺

勝
宏
、
永
山
三
彦
、
小
林
清
彦
、
山

内
真
行

〈
東
京
〉青
木
昇
、
川
森
左

智
子
、
中
保
、
大
倉
昌
身
、
小
花
朋

子
、
宇
津
力
雄
、
宮
本
信

一
、
山
崎

登
、
伊
藤
美
恵
子
、
鈴
木
郭
之
、
神

崎
忠
男
、
伊
丹
紹
泰
、
東
原
進
、
石

橋
正
美
、
関
塚
貞
亨
、
板
倉
健
二
、

藤
井
正
彦

（板
倉
　
健
二
）

５

月

５
月
理
事
会

５
月
９
日
　
午
後
６
時
３０
分

本
会
ル
ー
ム

出
席
者
　
佐
々
会
長
、
渡
辺
、
田
口
副

会
長
、
神
崎
、
西
村
、
伊
丹
、
大
倉
、

中
村
、
小
倉
、
松
家
、
鈴
木
、
岡
沢
、

赤
松
、
高
本
、
河
村
各
理
事
、
小
倉
監

事
。
委
任

・
欠
席
　
田
村
、
川
上
、
高
橋
、

水
野
、
菅
沢
各
理
事
、
大
塚
、
佐
藤
、

小
原
、
村
木
、
松
丸
各
評
議
員
。

報
告
事
項

▽
東
京
農
大
、

ト
ウ
イ
ン
ズ

登

山
隊

（未
解
禁
峰
）
解
禁
を
前
提
に
推
薦

▽
秩
父
宮
記
念
ス
ポ
ー
ツ
博
物
館
に
貸

出
中
の
マ
ナ
ス
ル
登
山
隊
装
備
の
展
示

期
限
更
新

▽
福
島
支
部
創
立
三
十
五
周
年
を
記
念

ｏ
会

務
報
告

し
て
作
成
し
た
釣
鐘
の
寄
贈
を
受
け
、

上
高
地
山
岳
研
究
所
に
設
置
す
る
。

▽
富
山
支
部

「播
隆
上
人
顕
頌
碑
除
幕

式
」
に
佐
々
会
長
他
出
席

▽
五
十
八
年
度
を
迎
え
る
に
当

っ
て
各

理
事
よ
り
要
望
及
び
報
告

①
ブ
ー
タ
ン
登
山
を
始
め
、
海
外
登
山

を
推
進
し
て
い
く

（婦
人
懇
談
会
）
②

会
報
が
発
行
さ
れ
る
過
程
を
理
解
し
、

新
任
者
の
負
担
を
軽
減
す
る
心
く
ば
り

を

（会
報
）
③
定
款
の
改
正
で
役
員
の

増
員
が
可
能
と
な

っ
た
ら
、
委
員
会
の

性
格
上
、
理
事
を
別
に
し
て
欲
し
い
。

六
月
十
五
日
の
会
員
懇
談
会
は

「
フ
ィ

ー
ル
ド

マ
ナ
ー
ノ
ー
ト
に
つ
い
て
」
と

い
う
テ
ー
マ
で
行
な
う

（自
然
保
護

ｏ

科
学
研
究
）
④
引
き
続
き
図
書
の
カ
ー

ド
化
等
管
理
に
重
点
を
置
い
て
い
き
た

い

（図
書
）
⑤
多
数
の
会
員
か
ら
貴
重

な
フ
イ
ル
ム
の
寄
贈
を
受
け
、
管
理
方

法
を
検
討
し
て
い
る
。
８
ミリ
、
１６
ミリ
の

映
写
機
の
寄
贈
を
受
け
た
が
、
旧
式
な

の
で
購
入
を
考
慮
し
て
欲
し
い

（
フ
イ

ル
ム
）
⑥
五
月
二
十
八
日
に
第
二
回
日

本
登
山
医
学
研
究
会
が
松
本
で
開
催
さ

れ
る
。
招
待
講
師

∪
■
■
〓
∽８

を
本

会
に
迎
え
、
集
会
委
と
共
催
で
五
月
三

十
日
に
歓
迎
会
を
開
く

（医
療
）
⑦
四

月
二
十
九
日
に
上
高
地
山
研
開
所

（山

研
）
③
山
ス
キ
ー
講
習
会
に
三
十
名
参

加
、
四
月
十
八
日
に
昭
和
二
十
七
年
度

の
納
会
を
行
な
っ
た

（指
導
）
⑨
六
月

十

一
―
十
二
日
に
越
後
支
部
の
協
力
を

得
て
恒
例
の
山
菜
山
行
を
行
な
う
。

審
議
事
項
と
要
望
事
項

▽
各
委
員
会
の
委
員
長
の
任
期
に
つ
い

て
委
員
会
の
活
性
化
、
後
進
の
育
成
の

た
め
に
も
新
陳
代
謝
を
図

っ
て
欲

し

▽
本
部
、
支
部
行
事

へ
の
対
応

理
事
、
委
員
は
じ
め
役
員
方
の
積
極

的
な
参
加
を
望
む
。

▽
創
立
八
〇
周
年
記
念
事
業
委
員
会
の

委
員
選
出
に
つ
い
て

六
月
常
務
理
事
会
に
て
案
を
作
成
し

理
事
会
に
図
る
。

▽
ネ
パ
ー
ル
政
府
観
光
省
の
山
岳
博
物

館
建
設
計
画

へ
の
対
応
に
つ
い
て

日
山
協
、
日
本
ヒ
マ
ラ
ヤ
協
会
、
勤

労
者
山
岳
連
盟
、
日
本
ネ
パ
ー
ル
協
会

等
と
連
携
し
な
が
ら
協
力
す
る
。

▽
昭
和
五
十
八
年
度
新
委
員
名
簿
を
提

出
し
て
も
ら
い
た
い
。

評
議
員
会５

月
２１
日
私
学
会
館

昭
和
五
十
八
年
度
、
通
常
総
会
終
了

後
、
総
会
に
出
席
の
新
年
度
評
議
員
に

よ
り
、
評
議
員
会
を
開
催
。

出
席
者
　
小
原
勝
郎
、
松
丸
秀
夫
、
岸

田
権
二
、
蒲
生
明
登
、
細
川
沙
多
子
、

飯
野
亨
、
片
岡
博
、
中
村
純
二
、
宮
下

秀
樹
、
鴫
原
啓
佑
、
渡
辺
兵
力
、
村
山

雅
美
、
折
井
健

一

委
任
　
山
口
節
子

決
定
事
項

互
選
に
よ
っ
て
常
任
評
議
員
を
左
記
の

五
名
に
定
め
た
。

鴫
原
啓
佑
、
飯
野
亨
、
山
口
節
子
、

中
村
純
二
、
官
下
秀
樹
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